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  今 年 の C O P 3 0 は 、 世 界 の 熱 帯 雨 林 の 3 0 ％ を 有 す る ア マ ゾ ン の 玄 関 口

ベ レ ン で 開 催 さ れ た 。 森 林 保 全 の た め の 新 た な 資 金 メ カ ニ ズ ム 「 熱 帯 雨 林

フ ォ ー エ バ ー フ ァ シ リ テ ィ ー （ T F F F ） 」 の 設 立 や 、 パ リ 協 定 締 結 か ら 1 0 年 を

経 て 計 画 か ら 「 実 行 」 へ 移 行 す る フ ェ ー ズ 、 さ ら に は 科 学 的 証 拠 を 軽 視 す る

社 会 情 勢 や 多 様 な 先 住 民 を 有 す る 開 催 国 ブ ラ ジ ル と い っ た 地 理 的 背 景 に

基 づ い て 、 本 会 議 は 「 森 林 」 「 実 装 」 「 真 実 」 の C O P と 位 置 づ け ら れ た 。

こ う し た 国 際 的 な 背 景 の も と 、 C Y J は 今 年 度 、 活 動 方 針 を 大 き く 転 換 し つ つ

あ る 。 従 来 の 政 策 提 言 に 加 え 、 企 業 と 連 携 し た 万 博 イ ベ ン ト の 主 催 、 シ ン ク

タ ン ク 事 業 へ の 運 営 協 力 、 著 名 な 海 外 ア ー テ ィ ス ト の 日 本 公 演 に お け る  

広 報 連 携 な ど 、 実 社 会 へ の 具 体 的 な 介 入 、 す な わ ち 「 実 装 」 を 志 向 し た 活 動

を 多 角 的 に 展 開 し た 。

 「 提 言 」 か ら 「 実 装 」 へ と 活 動 領 域 を 拡 大 す る 過 渡 期 に あ る 我 々 に と っ て 、

本 C O P 3 0 は 来 年 度 以 降 の 体 制 強 化 に 向 け た 実 務 的 な ス テ ッ プ と な っ た 。

具 体 的 に は 、 組 織 変 革 を 担 う コ ア メ ン バ ー の 育 成 や 、 多 様 な ス テ ー ク ホ ル ダ

ー と の 協 業 体 制 の 構 築 に お い て 、 不 可 欠 な 機 会 と し て 機 能 し た と い え る 。

現 地 で は C O Y で の イ ベ ン ト 主 催 や 高 官 級 サ イ ド イ ベ ン ト へ の 登 壇 を 通 じ 、

C Y J の プ レ ゼ ン ス 向 上 と 社 会 的 要 請 の 高 ま り を 確 か な も の と し た 。 一 方 で 、

C O P 参 加 に お け る 構 造 的 な 課 題 も 可 視 化 さ れ 、 C O P 3 1 以 降 の 活 動 戦 略

に 反 映 す べ き 視 座 が 得 ら れ た 。 気 候 変 動 問 題 に お い て 国 際 交 渉 へ の 関 わ り

を 「 参 加 」 か ら 実 効 性 の あ る 「 参 画 」 へ と 進 め る た め 、 本 報 告 書 を も っ て

C Y J の 取 り 組 み と 若 者 が C O P に 関 与 す る 意 義 を 提 示 す る 。 （ 井 艸 ）

　 下 の 図 の よ う に C Y J の 活 動 は 大 き く 「 政 策 提 言 部 門 」 と 「 ユ ー ス    

参 画 部 門 」 に 分 け ら れ る 。 政 策 提 言 部 門 で は 自 然 科 学 と 社 会 科 学 の

定 期 勉 強 会 を 土 台 に し た 上 で 、 2 0 2 5 年 度 は 「 エ ネ ル ギ ー 政 策 」 と

「 A F O L U 政 策 」 を メ イ ン に 活 動 し て い る 。 ユ ー ス 参 画 部 門 で は

「 Y o u t h  c o u n c i l 」 「 L C O Y 」 の 2 つ を 軸 に 活 動 中 。 気 候 変 動 分 野

で の ユ ー ス の 活 動 の 幅 を 広 げ る こ と を 目 的 に プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 。    

ア ド ボ カ シ ー を 行 う ユ ー ス の 規 模 拡 大 の た め の 環 境 教 育 ・ イ ベ ン ト    

企 画 に 取 り 組 む 。

Climate Youth Japanの紹介

What is CYJ?

　 C l i m a t e  Y o u t h  J a p a n ( C Y J ) は 2 0 1 0 年 春 、 気 候 変 動 問 題

に 高 い 関 心 を 持 っ て 活 動 し て い る ユ ー ス に よ っ て 設 立 さ れ た ネ ッ ト ワ ー

ク 型 N G O 。 2 0 2 5 年 度 は 、 日 本 を 中 心 に 世 界 か ら 集 ま っ た

約 5 0 名 の メ ン バ ー が オ ン ラ イ ン で 活 動 し て お り 、 年 に 数 回 の 対 面 ミ ー

テ ィ ン グ や 合 宿 を 開 催 し て い る 。

Departments of CYJ

C h i l d r e n  &  Y o u t h  P a v i l i o n の 鮮 や か な 壁C Y J 運 営 体 制 図

本報告書について
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現 地 の 市 街 地 の 様 子
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所属：シンガポール国立大学 環境学科2年
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COP30 派遣メンバー紹介

１週目！

C O P 3 0 　 プ レ ナ リ ー ホ ー ル
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  本 年 度 C Y J が が C O P に 参 加 す る 理 由 と し て C O P 派 遣 に 人 材 育 成 的

価 値 を 持 た せ る こ と と 、 次 年 度 以 降 の 政 策 提 言 か ら 踏 み 込 ん だ 活 動 実 施 の

た め の 基 盤 作 り の 2 点 を 掲 げ た 。

1 、 人 材 育 成 的 価 値

国 際 的 な 場 で 自 分 の 立 場 を 客 観 視 し 、 気 候 変 動 問 題 の ど の 分 野 ・ 役 割 で

貢 献 し た い か を 考 え る き っ か け に す る 。

C Y J 及 び C O P を 、 “ 自 分 の 研 究 ・ 人 生 ・ 地 球 社 会 ” を つ な ぎ 直 す た め の 鏡

に す る 。 C Y J は 、 単 に 気 候 変 動 問 題 の 「 発 信 」 や 国 際 交 渉 へ の 「 参 加 」 だ け

で な く 、 若 者 が 成 長 し 、 社 会 的 リ ー ダ ー と し て 自 立 し て い く 場 を つ く る こ と も

目 的 に し て い る 。 し た が っ て 、 個 人 の 成 長 ・ 自 己 発 見 を 目 的 と し て C O P に

参 加 す る こ と で 、 C O P 派 遣 に 組 織 の 理 念 に 沿 っ た “ 人 材 育 成 的 価 値 ” を

も た せ る 。

2 、 政 策 提 言 か ら 踏 み 込 ん だ 活 動 実 施 の た め の 基 盤 作 り

来 年 度 以 降 C Y J は 、 政 策 提 言 だ け で な く 、 具 体 的 な 社 会 実 装 ア イ デ ア を

検 討 ・ 実 施 し て い る 。 C O P 3 0 で 出 会 う 世 界 中 の ユ ー ス や 研 究 者 、 企 業  

関 係 者 、 政 府 関 係 者 と 協 働 し て 、 来 年 度 以 降 の プ ラ ク テ ィ カ ル な ア ク シ ョ ン

に 繋 げ て い く 。

  C O Y （ C o n f e r e n c e  o f  Y o u t h ） は 、 U N F C C C 公 式 ユ ー ス 組 織

「 Y O U N G O 」 が 主 催 し 、 C O P 直 前 に 開 催 さ れ る 若 者 の た め の 国 際 会 議 で

あ る 。  本 会 議 で は 、 世 界 中 の 若 者 が 集 い 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 じ た 知 識  

共 有 や ネ ッ ト ワ ー キ ン グ 、 閉 会 式 で は 各 国 の L C O Y （ L o c a l

C o n f e r e n c e  o f  Y o u t h ） か ら 提 出 さ れ た N a t i o n a l  Y o u t h

S t a t e m e n t が ま と め ら れ 、 G l o b a l  Y o u t h  S t a t e m e n t と し て

U N F C C C に 提 出 さ れ る 。  こ の G l o b a l  Y o u t h  S t a t e m e n t は 、 国 際

的 な 気 候 変 動 対 策 に 次 世 代 の 声 を 反 映 さ せ る 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。  

G r e e n  Z o n e に カ ー ボ ン ク レ ジ ッ ト を

買 え る 機 械 が あ り ま し た 。 ブ ラ ジ ル に 来

る ま で の 経 路 を 入 力 す る と 、 飛 行 機 で

使 用 し た カ ー ボ ン の 量 と 、 そ れ を 相 殺

す る た め の 値 段 が 表 示 さ れ ま し た 。

ち な み に 日 本 （ 新 千 歳 空 港 ） か ら    

ブ ラ ジ ル （ ベ レ ン 国 際 空 港 ） ま で は

5 0 0 0 円 ぐ ら い で し た 。 4 0 時 間 か か る

旅 程 で 、 飛 行 機 に 乗 っ て い る 時 間 も

長 か っ た の で も っ と 高 い と 思 っ て い た

の で 少 し 驚 き ま し た 。 （ 和 田 ）
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COPについて

COPとは？ CYJがCOPに参加する意義

  C O P （ 気 候 変 動 枠 組 条 約 締 約 国 会 議 ） と は 、 1 9 9 2 年 に 採 択 さ れ た    

「 国 連 気 候 変 動 枠 組 条 約 （ U N F C C C ） 」 に 基 づ き 開 催 さ れ る 国 際 会 議 で あ

る 。 U N F C C C は 、 気 候 変 動 を 人 類 共 通 の 課 題 と し て 国 際 的 に 取 り 組 む た め

の 枠 組 み を 定 め た も の で 、 現 在 1 9 4 か 国 ・ 地 域 が 締 結 し て い る 。 C O P に は

条 約 に 加 盟 す る 国 ・ 地 域 が 毎 年 参 加 し 、 地 球 温 暖 化 対 策 を 総 合 的 に 協 議 す

る 。

 会 議 で は 、 パ リ 協 定 の 実 施 状 況 の 確 認 、 新 た な 気 候 目 標 の 設 定 、 途 上 国 へ

の 資 金 支 援 、 適 応 策 の 強 化 、 そ し て 深 刻 化 す る 損 失 と 損 害 （ L o s s &

D a m a g e ） へ の 対 応 な ど 、 気 候 危 機 克 服 に 向 け た 主 要 課 題 が 議 論 さ れ る 。

各 国 が 共 通 の 理 解 を 深 め 、 協 調 し な が ら 具 体 的 な 行 動 を 決 定 す る 場 と し て 、

国 際 的 な 気 候 ガ バ ナ ン ス の 中 心 的 役 割 を 果 た し て い る 。

COYとは？

C O Y に は 世 界 各 国 か ら 若 者 が 参 加 す る

ちょっと一息

コラム



  M u t i r a o  D e c i s i o n  ( ム チ ラ オ は 　 共 同 作 業 ・ 共 に 働 く 」 の 意 味 ) は

C O P 3 0 全 体 の 包 括 的 決 定 ( C o v e r  D e c i s i o n ) で あ り 、 政 治 的 な 方 向

性 を 示 す 文 書 で あ る 。 こ の 中 に は 、 緩 和 や 資 金 と い っ た 分 野 を 横 断 し た  

幅 広 い 内 容 が 盛 り 込 ま れ た 。 具 体 的 に は 、 C O P 3 0 ・ C O P 3 1 議 長 国 の 下 、

パ リ 協 定 の 実 施 家 族 、 1 . 5 度 目 標 達 成 の た め の 国 際 協 力 強 化 、 お よ び 各 国

の N D C ・ N A P 実 施 支 援 を 目 的 と し た 協 力 的 ・ 促 進 的 ・ 自 発 的 な イ ニ シ ア

チ ブ で あ る 「 G l o b a l  I m p l e m e n t a t i o n  A c c e l r a t o r 」 の 立 ち 上 げ

を 決 定 し た 。 ま た 、 C O P 2 9 合 意 の N C Q G の 実 施 を 議 論 す る ハ イ レ ベ ル

閣 僚 級 ラ ウ ン ド テ ー ブ ル の 開 催 や 、 気 候 変 動 に 関 す る 一 方 的 な 貿 易 制 限 的

措 置 貿 易 の 役 割 に 関 す る 国 際 協 力 強 化 の 機 会 、 課 題 、 障 壁 を 検 討 す る  

た め 、 2 0 2 8 年 に は ハ イ レ ベ ル イ ベ ン ト の 開 催 も 併 せ て 決 ま っ た 。 ( 北 川 )

COP30の論点と結果

 C O P 3 0 は N a t u r e C O P 、 I m p l e m a t i o n  C O P な ど と 言 わ れ る ほ ど 、

様 々 な 論 点 が 注 目 さ れ て い た 。 こ こ で は 、 主 な 論 点 に つ い て 、 C O P 3 0 を

通 し た 結 果 を 報 告 す る 。

 ブ ラ ジ ル 政 府 の 今 年 の C O P の 注 力 事 項 の 一 つ で あ る T o r o p i c a l

F o r e s t  F o r e v e r  F u n d 、 通 称 T F F F （ 熱 帯 雨 林 フ ォ ー エ バ ー フ ァ シ リ テ

ィ ー ） は 熱 帯 雨 林 の 保 護 、 保 全 、 維 持 を 目 的 と し た 気 候 基 金 で あ る 。 そ の   

大 き な 特 徴 は な ん と 言 っ て も 公 的 資 金 と 民 官 資 金 を 組 み 合 わ せ た ブ レ ン デ ッ

ド フ ァ イ ナ ン ス で あ る と い う 点 だ 。 ブ ラ ジ ル 政 府 は 公 的 機 関 か ら 2 5 0 億 米   

ド ル 、 民 間 機 関 か ら 1 0 0 0 億 米 ド ル 、 合 計 で 1 2 5 0 億 米 ド ル の 基 金 の 立 ち   

上 げ を 計 画 し て い る 。 実 現 す れ ば 、 史 上 最 大 の 気 候 基 金 と な る 。 C O P 3 0 の

数 日 前 に 行 わ れ る リ ー ダ ー ズ サ ミ ッ ト の 1 日 目 に ブ ラ ジ ル 政 府 は T F F F の

設 立 を 宣 言 し た 。 多 く の 国 が T F F F の 支 持 を 表 明 し た 一 方 で 、 資 金 の 拠 出 を

確 約 し た 国 は 少 な く 、 目 標 と す る 2 5 0 億 米 ド ル に は 届 か な い 5 0 億 米 ド ル か ら

の ス タ ー ト と な っ た 。 T F F F は 従 来 の 気 候 資 金 と 異 な り 、 森 林 の 持 つ 様 々 な

側 面 に 価 値 を あ た え て い る 。 ブ ラ ジ ル 政 府 は T F F F を 皮 切 り に 、 U N F C C C

に C B D 、 C C D も 含 め た リ オ 条 約 の シ ナ ジ ー を 強 調 し て い た 。 （ 井 艸 ）

 N D C  P r e s i d e n c y  C o n s u l t a t i o n の 交 渉 で は 、 本 来 N D C や E T F

の 技 術 的 議 題 の は ず が 、 各 国 の 発 言 は 9 . 1 条 、 具 体 的 に は 先 進 国 に よ る   

資 金 の 提 供 義 務 に 集 中 し て い た 。 多 く の 途 上 国 の N D C は 「 必 要 な 資 金 提 供

が あ る 前 提 」 と い う 条 件 付 き の N D C が 大 部 分 を 占 め 、 資 金 提 供 な し に は   

実 行 で き な い 「 構 造 的 な ギ ャ ッ プ 」 が 強 調 さ れ 、 論 点 は や は り 9 . 1 条 の 十 分

な 議 論 の 必 要 性 だ っ た 。 多 く の 先 進 国 は 1 1 / 1 3 時 点 で は 9 . 1 条 の 重 要 性 は

理 解 し つ つ も 単 独 の 議 題 に す る こ と に は 慎 重 で 、 N C Q G の 既 存 の 枠 内 で

議 論 す べ き と い う こ と で 合 意 に は 至 ら な か っ た 。 議 長 は 、 パ リ 協 定 の 既 存 の

仕 組 み を 壊 さ ず 、 国 を 名 指 し で 批 判 し な い よ う に 呼 び か け な が ら 橋 渡 し   

と し て の 立 場 を 模 索 し て い た 。 （ 辻 田 ）

 パ リ 協 定 に お い て 、 気 候 変 動 に お け る 各 国 の 脆 弱 性 低 減 と レ ジ リ エ ン ス

強 化 を 目 的 に 、 適 応 に 関 す る 世 界 全 体 の 目 標 （ G G A ： G l o b a l  G o a l  o n

A d a p t a t i o n ） が 設 け ら れ た 。 こ の G G A の 具 体 的 な 指 標 策 定 は 、 C O P 2 8

か ら 本 格 的 に 交 渉 が 始 ま っ た 。 当 初 、 専 門 家 が 提 案 し た 指 標 の 数 は 膨 大 で 、

全 9 , 5 2 9 項 目 あ っ た が 、 今 年 6 月 に 行 わ れ た S B で 1 0 0 項 目 の 指 標 リ ス ト へ

ま と め ら れ た 。 C O P 3 0 で は こ の 指 標 リ ス ト に 関 し て 、 仕 上 げ を 行 う た め の

議 論 が 交 わ さ れ た 。 結 果 的 に 、 各 国 の 適 応 進 展 を 測 る た め の 指 標 が 5 9 項 目

に 絞 ら れ 、 正 式 に 合 意 さ れ た 。 こ れ に よ り 、 各 国 が 共 通 の 基 準 で 適 応 行 動 を

評 価 す る 枠 組 み が 整 い 、 実 施 段 階 に 向 け た 重 要 な 土 台 が 築 か れ た 。 一 方

で 、 指 標 の 運 用 に は 資 金 ・ 技 術 ・ 能 力 構 築 な ど の 実 施 手 段 が 不 可 欠 で あ り 、

そ の 確 保 は 今 後 の 課 題 と し て 残 さ れ た 。 資 金 面 で は 、 2 0 3 5 年 ま で に 適 応

資 金 を 3 倍 に 増 や す 努 力 目 標 が 示 さ れ 、 途 上 国 支 援 の 拡 大 に 向 け た 合 意 が

形 成 さ れ た 。 し か し 、 具 体 的 な 金 額 、 拠 出 国 の 責 任 、 タ イ ム ラ イ ン は 明 確 化

さ れ ず 、 依 然 と し て 大 き な 資 金 ギ ャ ッ プ が 存 在 す る 。 以 上 か ら 、 C O P 3 0 は

適 応 の 枠 組 み づ く り に 進 展 を も た ら し た 一 方 、 実 効 性 を 伴 う 資 金 拡 充 は 今 後

の 交 渉 に 委 ね ら れ る 形 と な っ た 。 （ 和 田 ）

  C O P 3 0 で は 、 気 候 変 動 対 策 に 伴 う 経 済 ・ 社 会 の 移 行 を 公 平 か つ 包 摂 的

に 進 め る 「 J u s t  T r a n s i t i o n （ 公 正 な 移 行 ） 」 が 重 要 な 議 題 と し て 取 り 上

げ ら れ た 。 最 終 合 意 文 書 （ B e l é m  P o l i t i c a l  P a c k a g e ） に は 、 移 行 過

程 で 労 働 者 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ が 不 利 益 を 被 ら な い よ う 支 援 す る 方 針 が 明 記

さ れ 、 特 に 発 展 途 上 国 へ の 資 金 支 援 や 技 術 移 転 を 通 じ た 支 援 の 強 化 が 重 視

さ れ た 。 ま た 、 適 応 フ ァ イ ナ ン ス の 拡 充 に よ り 、 移 行 期 に お け る 社 会 的 セ ー フ

テ ィ ー ネ ッ ト の 強 化 も 認 め ら れ た 。 一 方 で 、 化 石 燃 料 の 段 階 的 廃 止 を 促 す    

具 体 的 な ロ ー ド マ ッ プ は 採 択 さ れ ず 、 脱 炭 素 移 行 を 進 め る 際 の 実 務 的 な 設 計

や 資 金 配 分 の 透 明 性 に は 課 題 が 残 っ た 。 そ の た め 、 J u s t  T r a n s i t i o n

の 理 念 は 国 際 的 な 合 意 と し て 確 認 さ れ た も の の 、 具 体 的 な 行 動 に 移 す た め

の 実 装 面 で は 依 然 と し て 不 確 実 性 が 存 在 す る 。 C O P 3 0 の 成 果 は 、 単 な る

温 室 効 果 ガ ス 削 減 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 導 入 に と ど ま ら ず 、 人 々 や 地 域    

社 会 の 公 平 性 を 考 慮 し た 政 策 設 計 が 必 要 で あ る こ と を 国 際 的 に 明 文 化 し た

点 で 意 義 が あ る 。 今 後 の 交 渉 や 各 国 の 実 施 計 画 、 資 金 供 与 、 法 整 備 を 通 じ

て 、 J u s t  T r a n s i t i o n  の 理 念 を 実 質 的 な 行 動 に 落 と し 込 む こ と が 求 め ら

れ る 。 （ 田 所 ）
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COY20 /COP30での活動

  ま ず は 、 C O P の 直 前 に 開 催 さ れ た C O Y 2 0 で の セ ッ シ ョ ン の 様 子 を

２ つ 紹 介 す る 。

COY20: Sustaining Youth and NGO actions

～Funding and Capacity Building for long-term impact～

  今 年 は C Y J と し て 初 め て 、

C O Y で セ ッ シ ョ ン を 開 催 す る

こ と が で き た 。

  私 は 、 今 年 か ら C Y J の 会 計

統 括 と な り 、 助 成 金 の 応 募 や 申

請 、 予 算 の や り 繰 り を 経 験 し た 。

C Y J の 活 動 で は 、 気 候 変 動 、

政 策 、 国 際 交 渉 等 の 勉 強 会 を

も と に し た 政 策 提 言 活 動 、 C O P

派 遣 が 当 初 か ら 続 け ら れ て き た

が 、 こ う い っ た 活 動 の ほ と ん ど

セ ッ シ ョ ン は 以 下 の 3 つ の テ ー マ に 沿 っ て 進 め た 。

① 活 動 内 容 と 資 金 の 使 い 道

② 資 金 獲 得 方 法

③ 限 ら れ た リ ソ ー ス で イ ン パ ク ト を 出 す 方 法

  今 回 は 日 本 の ユ ー ス で あ る 私 視 点 で 興 味 深 か っ た も の を 紹 介 す る 。

ま ず 、 N G O / N P O が 抱 え る 資 金 獲 得 の ジ レ ン マ で あ る 。 N G O が 直 接 資 金

を 得 る 方 法 は 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 参 加 し た ど の 団 体 で も 同 じ く 会 員 か

ら の 入 会 金 、 年 間 費 等 で あ っ た 。 こ れ は C Y J も 同 様 で あ る 。  で は 、 ど の よ う

に C O P 派 遣 の た め の 資 金 を 獲 得 し て い る か と い う と 補 助 金 で あ る 。 補 助 金

は 会 員 費 か ら は 得 ら れ な い 巨 額 の 資 金 を 獲 得 で き 、 活 動 の 大 き な 助 け と な

る 。 一 方 で 、 そ の 獲 得 に は か な り の 労 力 と 時 間 が 使 わ れ 、 た だ で さ え 時 間 の

な い 若 者 に と っ て は も っ た い な く 感 じ ら れ る 。 ま た 、 応 募 し た と し て も 獲 得 で

き な い 可 能 性 も あ り 、 過 度 に 助 成 金 に 頼 っ た 活 動 を 続 け て い る と 、 助 成 金 を

獲 得 で き な く な っ た 途 端 に 団 体 と し て の 力 が 失 わ れ て し ま う 。 A S E A N    

ユ ー ス は こ れ ら を 解 消 す る 手 段 と し て プ ロ ダ ク ト や サ ー ビ ス の  提 供 を 挙 げ

た 。 一 方 で 、 C Y J を 含 め た N G O ・ N P O 等 は 、 利 益 が 目 的 の 活 動 で は な い

た め に こ う し た プ ロ ダ ク ト ・ サ ー ビ ス の 提 供 は 団 体 の 存 在 意 義 と 相 容 れ な か

っ た り 、 商 品 自 体 の 利 益 面 で の 価 値 は 薄 い こ と が あ っ た り す る 。 こ う し た 中

で 、 ど の 国 の 団 体 も 常 に 資 金 繰 り を 模 索 し て い る こ と が わ か っ た 。

  続 い て 、 ユ ー ス と い う ポ ジ シ ョ ン の

も つ イ ン パ ク ト に つ い て で あ る 。 各 国 の

ユ ー ス か ら 出 た 意 見 と セ ッ シ ョ ン を 通 し

て 感 じ た こ と を ま と め る と 、 ネ ッ ト ワ ー キ

ン グ の 強 さ 、 ビ ジ ョ ン の 合 致 、 バ ッ ク グ ラ

ウ ン ド の 多 様 性 で あ る 。 ま ず ネ ッ ト ワ ー キ

ン グ の 強 さ 、 そ れ は 、 ユ ー ス が あ る    

種 「 教 え ら れ る ／ 失 敗 が 許 さ れ る 」 立 場

に あ る こ と に 起 因 す る 。 な ん ら し が ら み

を 持 た ず 拘 束 を さ れ な い ユ ー ス は ネ ッ ト

ワ ー キ ン グ に お い て 無 類 の 強 さ を 誇 る 。

企 業 、 非 営 利 組 織 、 教 育 ・ 研 究 機 関 、

政 府 等 ど の 立 場 の 人 に 対 し て も 交 渉 を

持 ち か け る こ と が で き る 。

  次 に ビ ジ ョ ン の 合 致 に つ い て 、 ユ ー ス に と っ て 気 候 変 動 は 統 一 的 な 問 題

意 識 と し て 存 在 し 、 国 や 地 域 に よ ら な い 。 国 境 を 超 え る ユ ー ス と い う 共 通 点 が

未 来 へ の 危 機 感 と い う 観 念 を 通 じ て バ ッ ク グ ラ ウ ン ド に よ ら ず 気 候 変 動 の

解 決 と い う 目 標 を 共 有 す る 。 最 後 に バ ッ ク グ ラ ウ ン ド の 多 様 性 は 、 C O Y に

参 加 し て 強 く 感 じ た 。 高 校 生 か ら 社 会 人 、 ア ジ ア か ら 南 米 、 ア ク テ ィ ビ ス ト か

ら P h D ま で さ ま ざ ま な バ ッ ク グ ラ ウ ン ド か ら 若 者 が 集 ま る こ と で 、 ま さ に    

ユ ー ス 版 の C O P と い う に ふ さ わ し い も の で あ っ た 。 気 候 変 動 に よ っ て 発 生

す る 災 害 に よ る 恐 怖 心 、 解 決 の 見 通 せ な い 無 力 感 か ら 気 候 不 安 と い う 言 葉

が 最 近 は 使 わ れ る よ う に な っ た 。 特 に ユ ー ス が 各 自 の 国 に い る と き に は 、    

孤 独 感 等 も 感 じ る こ と が あ っ た か も し れ な い が 、 C O Y 会 場 で は 少 な く と も

不 安 で は な く 楽 し さ と 一 体 感 が あ っ た と 思 う 。 （ 井 艸 ）

  そ こ で 、 各 国 の 若 者 団 体 が ど の よ う に 少 な い リ ソ ー ス の 中 で も イ ン パ ク ト を

発 揮 し て い る の か を 検 証 す る た め に 今 回 の セ ッ シ ョ ン で は 、 y o u t h  &

f i n a n c e と い う テ ー マ で 団 体 の 持 続 可 能 性 に つ い て 、 海 外 の 若 者 団 体 か ら

数 名 を 招 き パ ネ ル デ ィ ス カ シ ョ ン を 行 っ た 。

 C O Y 2 0 の 直 前 に セ ッ シ ョ ン の 主 催 許 可 が 降 り た の で 、 準 備 期 間 は わ ず か

に ３ 週 間 程 度 だ っ た が 、 海 外 ユ ー ス に 声 を か け た と こ ろ 、 幾 つ も の 登 壇 へ の

応 募 が あ り 、 海 外 ユ ー ス の こ の ト ピ ッ ク に 対 す る 関 心 の 高 さ が 伝 わ っ た 。    

最 終 的 に は A S E A N 地 域 か ら 国 際 組 織 で 勤 務 し て い る ユ ー ス が 1 名 、    

一 昨 年 の C O P の 開 催 国 U A E か ら 先 住 民 に 関 す る 教 育 系 N G O の

f o u n d e r が 1 名 、 各 国 に 支 部 を も つ 若 者 団 体 か ら ア メ リ カ の ユ ー ス が 1 名 、

現 地 ブ ラ ジ ル の 公 共 政 策 を 専 門 と す る ユ ー ス が 1 名 （ 当 日 不 参 加 ） の 構 成 で

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 う こ と に な っ た 。

は 学 生 や 社 会 人 メ ン バ ー が ボ ラ ン テ ィ ア と し て 取 り 組 ん で き た 。 学 業 と の    

両 立 で も 難 し い 上 、 金 銭 的 な イ ン セ ン テ ィ ブ の 発 生 し な い 活 動 で は 、 コ ン ス タ

ン ト に 活 動 に 取 り 組 む 人 が 限 ら れ て い る 。 C Y J 内 で も 金 銭 的 補 助 を 受 け ら れ

る C O P 派 遣 者 や 活 動 歴 の 長 い 運 営 チ ー ム 、 一 部 の 意 欲 の あ る 人 た ち の み が

ア ク テ ィ ブ メ ン バ ー で あ る た め 、 そ の 人 数 は 少 な い 。

 こ れ ら の 経 験 か ら 、 若 者 の 団 体 が 抱 え る 恒 常 的 な 課 題 と し て 、

1 ） 金 銭 的 イ ン セ ン テ ィ ブ の 欠 落

2 ） 恒 久 的 な 資 金 源 の 不 足

3 ） リ ソ ー ス 不 足 に よ る プ レ ゼ ン ス 低 減

等 が あ る と 考 え た 。

登 壇 し て く れ た Y P F P  ア イ リ ス と C Y J メ ン バ ー

セ ッ シ ョ ン の 様 子
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  2 0 2 5 年 C O P 3 0 に 合 わ せ て 開 催 さ れ た 「 W h a t  i s  t h e  G l o b a l
S t o c k t a k e  a n d  E n h a n c e d  T r a n s p a r e n c y  F r a m e w o r k ? 」
セ ッ シ ョ ン を C O Y 2 0 で 開 催 し た 。 約 2 0 か 国 か ら 5 0 〜 6 0 名 が 参 加 し 、 国 際
色 豊 か な 交 流 が 実 現 し た 。
冒 頭 で は 参 加 者 同 士 の 自 己 紹 介 と
ア イ ス ブ レ イ ク を 兼 ね た チ ー ム 対 抗
ク イ ズ 大 会 が 行 わ れ 、 会 場 は 大 い に
盛 り 上 が っ た 。 ク イ ズ で は 、 パ リ 協 定
の グ ロ ー バ ル ・ ス ト ッ ク テ イ ク （ G S T ）
や 透 明 性 強 化 枠 組 み （ E T F ） な ど 、
気 候 変 動 対 策 の 国 際 的 な 最 新 ト ピ ッ
ク が 出 題 さ れ 、 参 加 者 は 知 識 を 競 い
合 い な が ら 理 解 を 深 め た 。
 本 セ ッ シ ョ ン の 前 半 で は 、 G S T の 意 義 や 仕 組 み に つ い て 解 説 を し た 。
G S T は 、 各 国 が 5 年 ご と に 気 候 変 動 対 策 の 進 捗 を 総 括 的 に 評 価 し 、 パ リ    
協 定 の 長 期 目 標 達 成 に 向 け て N D C （ 国 が 決 定 す る 貢 献 ） の 引 き 上 げ を 促 す
重 要 な 仕 組 み で あ る 。 ま た 、 E T F は 、 全 て の 締 約 国 が 2 年 ご と に 温 室 効 果
ガ ス 排 出 量 や N D C の 進 捗 、 適 応 策 、 気 候 資 金 な ど を 報 告 し 、 技 術 レ ビ ュ ー
や 多 国 間 議 論 を 通 し て 透 明 性 と 相 互 信 頼 を 高 め る 枠 組 み で あ る こ と を 強 調
し た 。 特 に 、 開 発 途 上 国 に と っ て は 技 術 的 ・ 財 政 的 な 課 題 も あ る 一 方 で 、    
国 際 的 な 支 援 や 制 度 強 化 の 機 会 と な る 点 も 議 論 し た 。 参 加 者 同 士 の 活 発 な
意 見 交 換 や ク イ ズ を 通 じ て 、 G S T や E T F の 重 要 性 、 そ し て 国 際 協 力 の 必 要
性 に つ い て の 理 解 が 深 ま っ た 。 今 回 の セ ッ シ ョ ン は 、 多 様 な 国 ・ 地 域 の    
参 加 者 が 一 堂 に 会 し 、 知 識 と 経 験 を 共 有 す る 貴 重 な 機 会 と な っ た 。

  今 回 の セ ッ シ ョ ン で は 、 「 国 内 外 の 大 学 間 連 携 を ど の よ う に 強 化 し 、 若 者
が 学 び を 社 会 実 装 へ つ な げ ら れ る 仕 組 み を ど う 構 築 す る か 」 と い う テ ー マ で
発 表 し た 。 私 は こ れ ま で 、 模 擬 国 連 、 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ 事 業 、 L C O Y 、
ユ ー ス 団 体 立 ち 上 げ な ど 、 多 様 な プ ロ ジ ェ ク ト に 関 わ っ て き た 。 そ の 経 験    
か ら 、 大 学 や 若 者 同 士 が 連 携 す る 際 に 重 要 な の は “ 座 学 と 実 践 を 往 復 で き る
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ” を つ く る こ と だ と 強 調 し た 。

COY20: 「What is the Global Stocktake and
Enhanced Transparency Framework?」

こ こ か ら は 、 C O P 3 0 に て 参 加 し た セ ッ シ ョ ン や 会 議 の 様 子 を 紹 介 す る 。

Japan Pavilion

  具 体 的 に は 、 模 擬 国 連 × ク リ ー
ン ナ ッ プ の よ う に 政 策 議 論 と フ ィ ー
ル ド ア ク シ ョ ン を 組 み 合 わ せ る 仕 組
み 、 ド バ イ 万 博 イ ン タ ー ン × M B A
や ス タ ー ト ア ッ プ 訪 問 プ ロ グ ラ ム の
よ う に 国 際 経 験 と ビ ジ ネ ス 教 育 を
接 続 す る 取 り 組 み 、 さ ら に L C O Y や
A P Y E 、 C W M U N 、 ア ー ス デ イ    
東 京 G l o b a l  S u m m i t の よ う に 、
国 内 外 の 若 者 が 協 働 し て 社 会 課 題
解 決 を 実 践 す る プ ロ ジ ェ ク ト を 紹 介
し た 。 こ れ ら は 、 単 な る 交 換 留 学 で
は な く 、 大 学 の 外 に 広 が る 国 際 プ ロ
フ ェ ッ シ ョ ナ ル ネ ッ ト ワ ー ク と 学 生 を
つ な ぐ “ 実 践 の 連 携 ” が 重 要 で あ る
と い う こ と だ 。

  ま た 、 「 若 者 ・ 学 生 は 大 学 に ど ん な 変 革 を 求 め て い る か ？ 」 と い う 問 い に
対 し て は 、 知 識 の 習 得 だ け で は な く 、 学 ん だ 内 容 を 社 会 で 試 す “ 実 験 フ ィ ー
ル ド ” の 提 供 を 求 め て い る こ と を 強 調 し た 。 私 自 身 、 ロ ン ド ン 大 学 （ コ ン ピ ュ ー
タ サ イ エ ン ス ） で の 学 び を 通 し て 、 英 語 × C S と い う 専 門 性 を 磨 き つ つ 、    
イ ベ ン ト 全 体 の 炭 素 会 計 （ G H G 測 定 ・ 削 減 計 画 ） を 担 い 、 さ ら に 将 来 的 な
起 業 に つ な が る 「 G X 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム （ G X  Y o u t h  E d u c a t i o n
P r o g r a m 仮 ） 」 の 企 画 に も 関 わ っ て い る 。
  こ う し た 「 学 び → 実 践 → 改 善 」 の 循 環 は 、 大 学 が 単 独 で 構 築 す る こ と は
難 し く 、 国 内 外 の 大 学 、 企 業 、 自 治 体 、 国 際 機 関 、 ユ ー ス 団 体 が 連 携 し て    
初 め て 可 能 に な る 。 私 は 今 回 の プ レ ゼ ン で 、 大 学 間 連 携 を “ 単 位 互 換 ” や
“ 交 換 留 学 ” に と ど め る の で は な く 、 学 生 が 卒 業 後 も 継 続 し て 取 り 組 め る 長 期
プ ロ ジ ェ ク ト と し て 設 計 す る 重 要 性 を 提 案 し た 。 学 生 が 実 社 会 の 課 題 に    
対 し て 責 任 を 持 ち 、 成 果 を 示 せ る 場 が 必 要 で あ る と 考 え て い る 。
  今 回 の 発 表 を 通 じ て 、 大 学 の 役 割 は “ 知 識 を 提 供 す る 場 ” か ら “ 未 来 の
チ ェ ン ジ メ ー カ ー を 育 成 し 社 会 に 送 り 出 す ハ ブ ” へ と 変 化 し て い く べ き だ と
考 え て い る 。 （ 辻 田 ）

COY20 /COP30での活動
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  C h i l d r e n  &  Y o u t h  P a v i l i o n で 開 催 さ れ た 。 “ G l o b a l

S o u t h  t o  N o r t h : Y o u t h  L e d  C o m m u n i t y  I n n o v a t i o n

T a c k l i n g  C l i m a t e  C h a n g e ” と い う ト ー ク セ ッ シ ョ ン に 、  ザ ン ビ ア

出 身 で 起 業 家 か つ Y O U N G O の フ ァ イ ナ ン ス 部 門 の F o c a l  P o i n t で  

あ る P a t r i c i a  L o n g w a n i 氏 ( 中 央 ) と ガ ン ビ ア 出 身 で C l i m a t e

A d o v o c a t o r の H a d d i j a t o u  C e e s a y 氏 ( 右 ) と と も に 登 壇 し た 。

Children & Youth Pavilion

  香 港 の ユ ー ス 団 体 （ C a r b o n C a r e  I n n o L a b )  が 主 催 す る 「 Y o u t h

V o i c e s  o n  E n e r g y  E q u i t y  f o r  C l i m a t e  R e s i l i e n c e :

U p h o l d i n g  H u m a n  R i g h t s  i n  A d a p t a t i o n 」 と い う セ ッ シ ョ ン に

登 壇 し た 。 形 式 は パ ネ ル

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で 、 「 エ ネ

ル ギ ー へ の 公 平 な ア ク セ ス

が な い と 、 ど ん な 人 権 侵 害

が 起 き 、 ど ん な 脆 弱 性    

（ レ ジ リ エ ン ス の 不 足 ） が 生

ま れ る の か ？ 」 「 自 分 が 日 本

の 気 候 変 動 適 応 計 画 を 作 り

直 せ る な ら 、 エ ネ ル ギ ー の

公 平 性 を 高 め る た め に 何 を

最 優 先 で 入 れ る か ？ そ し

て 、 な ぜ 若 者 の 視 点 が 重 要

な の か ？ 」 「 ク リ ー ン エ ネ ル

ギ ー へ の 移 行 、 ま た は 移 行 不 足 に よ っ て 不 当 に 影 響 を 受 け て い る 人 々 の 人 権

を 守 る た め に 、 政 府 や 企 業 が 今 す ぐ 取 る べ き 具 体 的 な 行 動 は 何 か ？ 」 と い う

よ う な 問 い が 投 げ か け ら れ た 。 私 は 、 エ ネ ル ギ ー 移 行 を 行 な っ て い く と き に 、

移 行 先 （ 再 エ ネ の 安 定 供 給 ） が 完 全 に は 整 っ て い な い 状 態 で 移 行 だ け を    

促 進 す る （ ガ ソ リ ン 価 格 を 値 上 げ す る な ど ） の は エ ネ ル ギ ー を 使 え る 人 と 使 え

な い 人 の 格 差 を 大 き く す る こ と に 繋 が っ て し ま う の で は な い か と 懸 念 し て い る

こ と に 言 及 し た 。 ま た 、 再 エ ネ の 安 定 供 給 を 進 め る た め に 、 蓄 電 技 術 の 一 種

で あ る 水 素 発 電 の 研 究 開 発 に 着 目 し て い る と い う こ と も 述 べ た 。 エ ネ ル ギ ー

は 基 本 的 な 生 活 す る の に 欠 か せ な い も の で あ り 、 た と え 環 境 負 荷 が 低 く て

も 、 経 済 的 に 余 裕 の あ る 人 な ど し か ア ク セ ス で き な い も の で あ っ て は な ら な

い 。 気 候 変 動 問 題 解 決 の 一 策 と し て 掲 げ ら れ て い る エ ネ ル ギ ー 移 行 に    

お い て 、 ま ず は 土 台 を 整 え て 、 誰 も 取 り 残 さ な い よ う な 移 行 を 進 め て ほ し い と

考 え る 。 他 の ユ ー ス は 、 エ ネ ル ギ ー へ の 公 平 な ア ク セ ス に 関 し て 、 エ ア コ ン の

普 及 に 言 及 し 、 夏 の 猛 暑 に 対 す る 適 応 を ど の よ う

に 進 め て い く べ き か な ど を 話 し て い た 。 自 分 自 身 、

最 近 一 人 暮 ら し を し 始 め て 、 生 活 に 必 要 な 電 気 や

ガ ス 代 を 自 分 で 支 払 う よ う に な っ た こ と か ら 、    

エ ネ ル ギ ー 価 格 な ど に 関 し て よ り 身 近 に 感 じ る よ う

に な っ た 。 そ の こ と も 相 ま っ て 今 回 の セ ッ シ ョ ン は

非 常 に 考 え さ せ ら れ る も の と な っ た 。 ク リ ー ン    

エ ネ ル ギ ー へ の 移 行 は 欠 か せ な い が 、 そ れ を 促 進

さ せ る た め の 圧 力 の か け 方 は よ く 考 え な け れ ば    

な ら な い と 感 じ る 。 （ 和 田 ）

Children & Youth Pavilion

シ ン ガ ポ ー ル パ ビ リ オ ン で は 、 例 年 下 水 か ら 作 っ

た ビ ー ル が 無 料 で 配 布 さ れ て い ま す 。 こ の ビ ー ル

は C O P で し か 飲 む こ と が で き な い ら し く 、 大 変 お

い し い で す ！ C O P に 行 っ た 際 は 、 1 日 の 終 わ り に

シ ン ガ ポ ー ル パ ビ リ オ ン を 覗 い て み て は い か が で

し ょ う か 。 ( 井 艸 )

  P a t r i c i a 氏 か ら は 、 自 身 が 起 業 し た

会 社 の 製 品 で あ る 、 A I 搭 載 の コ ン ポ ス ト

に つ い て も 紹 介 さ れ た 。 こ の コ ン ポ ス ト

は 、 家 屋 の 屋 根 に 設 置 し た 太 陽 光 の 電 力

を 用 い て 、 自 動 制 御 で コ ン ポ ス ト 内 の    

温 度 や 湿 度 の 環 境 調 整 を し て 農 業 肥 料

を 作 る も の で あ っ た 。 ト ー ク セ ッ シ ョ ン の

中 で は 、 途 上 国 の 農 業 ・ エ ネ ル ギ ー に

係 る 課 題 と 先 進 国 の 遠 隔 ・ 過 疎 地 域 で

共 通 す る 課 題 に つ い て も 議 論 が 及 ん だ 。

日 本 で も 地 方 で は 災 害 時 の 電 力 供 給 の

断 絶 を 防 ぐ 観 点 な ど か ら 域 内 で 電 力 を
チルドレン＆ユースパビリオン登壇者と共に

セ ッ シ ョ ン 参 加 者 と 共 に （ 左 端 が 和 田 ）

セ ッ シ ョ ン の 様 子

COY20 /COP30での活動

自 給 自 足 に す る 必 要 性 が 訴 え ら れ て い る 。 た だ 、 旧 来 か ら の 電 力 シ ス テ ム や

イ ン フ ラ の 規 制 が 強 い 先 進 国 で は 革 新 的 な ア イ デ ア に よ る 事 例 を 積 み 重 ね る

こ と の 難 し さ が あ る 。 一 方 、 途 上 国 で は 小 規 模 か つ 革 新 的 な 事 例 が 多 数 生 ま

れ て お り 、 S o u t h か ら 優 良 事 例 を 学 ぶ 必 要 性 を 認 識 し た 。 こ の ト ー ク   

セ ッ シ ョ ン で は N o r t h か ら S o u t h へ の 資 金 の 提 供 ・ 技 術 支 援 と は 違 っ た

新 し い 協 力 の 形 の 萌 芽 が 見 ら れ た 。 私 は 、 J I C A が 行 な っ て い る ア フ リ カ   

地 域 の 起 業 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト “ P r o j e c t  N I N J A ” に つ い て 紹 介 し た 。   

エ ネ ル ギ ー や サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 分 野 の 起 業 家 の 育 成 ・ 若 者 の 就 労 機 会 の 確 保

に つ な が る も の だ 。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト は ア フ リ カ の 広 範 な 地 域 で 多 数 の 協 力

事 業 が あ る も の の 登 壇 者 ・ オ ー デ ィ エ ン ス か ら の 認 知 度 は 高 く な く 、 日 本 が 主

導 し て い る プ ロ ジ ェ ク ト に よ る 途 上 国 と の 関 係 の 深 化 と と も に 、 取 り 組 み の 周

知 を 通 じ て 日 本 の 途 上 国 協 力 ・ 支 援 へ の 理 解 を 広 げ つ 必 要 性 が あ る と  痛

感 し た 。 （ 北 川 ）
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  1 3 日 は 、 今 年 の C O P の 舞 台 が ア マ ゾ で あ る こ と を 踏 ま え 、 T F F F 等 と も

親 和 性 が 高 い N a t u r e  b a s e d  S o l u t i o n s に お け る 日 本 の 取 り 組 み を

紹 介 し た 。 具 体 的 に は 、 日 本 に お け る 里 山 ・ 里 海 と い っ た 伝 統 的 な 取 り 組 み

が 気 候 変 動 対 策 に も 取 り 込 め る 可 能 性 が あ る こ と を 示 し た 。 里 山 ・ 里 海 の

取 り 組 み は 、 G H G 削 減 だ け で は な く 、 人 間 と 自 然 の 共 生 の 形 で あ る と 主 張

し た 。 ま た 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル や ネ ッ ト ゼ ロ の 発 展 的 な 概 念 で あ る  

n e t  p o s i t i v e を 取 り 上 げ た 。 ネ ッ ト ポ ジ テ ィ ブ と は 、 人 類 の 活 動 に よ っ て

失 わ れ た 自 然 を 再 生 し た り 、 w e l l - b e i n g な 生 活 に 更 新 し た り す る こ と で

あ る 。 こ の 観 点 か ら 、 地 域 の N P O と 協 働 す る 若 者 の 森 林 教 育 の 取 り 組 み を

紹 介 し た 。 （ 井 艸 ）

  N G O に 所 属 す る ユ ー ス が 外 部 人 材 と し て 小 中 学 校 な ど で 環 境 教 育 を

し て い く こ と や 、 そ の 影 響 に つ い て 考 え ら れ る こ と を 述 べ た 。 私 自 身 も 、 こ れ

ま で に 学 校 講 演 な ど で 環 境 教 育 に 携 わ っ た こ と が あ る 。 そ の 経 験 か ら 、  

ど う い う 結 果 が 得 ら れ た か な ど を 共 有 し た 。 実 際 の 教 育 現 場 で は 、 教 員 の

キ ャ パ シ テ ィ が 足 り て い な か っ た り 、 具 体 的 に カ リ キ ュ ラ ム に 入 れ 込 む に は

様 々 な 制 約 が あ っ た り す る 。 そ の た め 、 外 部 人 材 と し て 総 合 の 時 間 な ど で

講 演 を 行 う こ と で 教 育 現 場 に 負 荷 を か け る こ と な く 実 施 が で き る と い う こ と

を 述 べ た 。 （ 和 田 ）

  国 際 テ ー マ を 地 方 の 学 生 に ど う 橋 渡 し で き る か に つ い て 発 表 し た 。 紹 介

し た 事 例 は 私 が 立 ち 上 げ た ア ー ス デ イ 東 京 ユ ー ス が 開 催 し た 「 S D G s

A w a r d  2 0 2 2 」 だ 。 全 国 1 0 団 体 ・ 1 3 0 名 超 の 高 校 生 / 大 学 生 が 参 加 し 、

専 門 家 5 回 講 義 、 学 校 ・ 家 族 を 巻 き 込 む フ ィ ー ル ド ワ ー ク 、 フ ァ ン イ ベ ン ト

企 画 、 最 終 プ レ ゼ ン を 実 施 。 リ フ ィ ル S N S は 3 か 月 で 5 1 2 投 稿 。 優 勝 は 新 潟

の 高 校 生 団 体 だ っ た 。 オ ン ラ イ ン で 繋 が り 、 団 体 間 で 高 め あ う こ と で 国 際

テ ー マ を 楽 し く 身 近 に 感 じ ら れ る 取 組 み で あ っ た 。 （ 辻 田 ）

  1 3 日 に Y O U N G O の p o l i c y d e b r i e f に

参 加 し 、 そ の 日 の 適 応 交 渉 の 内 容 を 共 有 し た 。

p o l i c y  d e b r i e f  は 単 に 交 渉 の 要 点 を 整 理

す る だ け で な く 、 各 国 の ユ ー ス が 何 を 感 じ 、 ど の

よ う な 背 景 を 持 つ の か を 知 る 場 で も あ る 。 あ る

A S E A N 地 域 の ユ ー ス は 、 自 国 民 の 3 分 の 1 が

洪 水 被 害 を 受 け て い る 現 状 か ら L o s s  &  

d a m a g e  の 重 要 性 を 強 く 訴 え て い た 。

  ブ ラ ジ ル の 先 住 民 に 関 わ る ユ ー ス は 、 国 内 で

先 住 民 の 意 見 が 十 分 に 尊 重 さ れ ず , 強 硬 な 手 段

を 取 ら ざ る を 得 な い 状 況 を 語 っ た 。

  日 本 に い る と 伝 わ り づ ら い 政 治 や 民 族 の 複 雑

さ を 目 の 当 た り に し 、 自 分 の 視 点 の 狭 さ に も 気 づ か さ れ た 。

私 は 先 進 国 ・ 途 上 国 間 の 溝 と い う 一 般 的 な 構 図 し か 指 摘 で き な か っ た が 、

そ れ で も 他 国 の 切 実 な 声 を 聞 く こ と で 、 日 本 の ユ ー ス と し て ど こ に 立 つ べ き か

考 え る き っ か け に な っ た 。 （ 井 艸 ）

U N F C C C パ ビ リ オ ン で 開 催 さ れ た

C l i m a t e  D a t a  H u b の ロ ー ン チ セ ッ シ

ョ ン に 参 加 し た 。 デ ジ タ ル 技 術 と 国 際 政 策 が

融 合 す る 場 だ っ た 。

M i c r o s o f t  C h i e f  S u s t a i n a b i l i t y

O f f i c e r  の M e l a n i e  N a k a g a w a 氏 と

の 再 会 も 重 な り 、 各 国 の 気 候 変 動 政 策 や

資 金 支 援 の 意 思 決 定 を 支 え る A I と デ ー タ の

力 を 実 感 し た 。 C l i m a t e  D a t a  H u b と

は 、 国 連 、 E Y 、 N E D A M C O  A f r i c a と の

連 携 に よ り 、 気 候 資 金 の 動 き や N D C 、 B T R

デ ー タ が 統 合 さ れ 、 透 明 性 と 実 効 性 を 備 え

た 新 た な プ ラ ッ ト フ ォ ー ム だ 。 今 後 よ り 多 く の

国 や 関 係 者 が こ の 基 盤 を 活 用 し 、 持 続 可 能

な 変 化 を 生 み 出 す こ と が 期 待 さ れ る 。

( 辻 田 )

SDGs Pavilion 

～Bottom-up Localization of SDGs for Net-Positive

Society-building～Youngo Policy Belief

p o l i c y  d e b r i e f の 様 子

登 壇 者 の 集 合 写 真 発 表 の 様 子

M i c r o s o f t  C S O メ ラ ニ ー 氏 と

COY20 /COP30での活動
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  1 4 日 は 、 衛 星 デ ー タ 関 連 の ス タ ー ト ア ッ プ に

携 わ っ た 経 験 か ら 、 気 候 危 機 が 新 た な ビ ジ ネ ス を

生 む 可 能 性 と 、 環 境 意 識 や A I に 強 い 若 者 が そ の

担 い 手 に な り 得 る こ と を 述 べ た 。 社 会 が 若 者 の

挑 戦 を 支 え る 基 盤 の 必 要 性 も 強 調 し た 。 ( 井 艸 )

  気 候 変 動 問 題 に 対 し て 、 気 象 予 報 士 と し て

で き る ア プ ロ ー チ 方 法 を 述 べ た 。 気 象 予 報 士 は 、

気 象 の デ ー タ を 解 析 し て 現 象 を 予 測 し た 上 で 相 手

に 伝 え る と い う サ イ エ ン ス コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー の よ う

な 役 割 を 担 っ て い る 。 気 象 災 害 か ら 人 々 の 身 を 守

る た め の 仕 事 で あ り 、 こ れ は 今 後 気 候 変 動 に よ っ て

異 常 気 象 が 甚 大 化 し て い く 可 能 性 に 対 し て 「 適 応 策 」 と な る 。 一 方 で 、 身 近

な 気 象 が 気 候 変 動 問 題 と 結 び つ い て い る こ と を 説 明 で き る 立 場 で も あ り 、

人 々 へ 行 動 変 容 を 促 す こ と が で き れ ば 「 緩 和 策 」 に も 関 わ る こ と が で き る 。

こ の よ う 、 に 気 象 予 報 士 は 気 候 変 動 問 題 の 解 決 に 向 け て 貢 献 で き る  

ポ テ ン シ ャ ル が 大 き い と い う こ と を 述 べ た 上 で 、 日 本 が 持 つ 気 象 予 報 技 術 を

他 国 へ 移 転 し て い く こ と の 重 要 性 に つ い て も 触 れ た 。 （ 和 田 ）

SDGs Pavilion

～Regenerating the World through 

Business Innovation～

登 壇 者 の 集 合 写 真

発 表 の 様 子

COY20 /COP30での活動

公式サイドイベント

「環境シナジーの推進トリプル・プラネタリー・クライシスへの

統合的アプローチ ― COP30からUNEA-7、その先へ」　

  1 5 日 、 C O P 3 0 の 公 式 サ イ ド イ ベ ン ト 「 環 境 シ ナ ジ ー の 推 進 ： ト リ プ ル ・

プ ラ ネ タ リ ー ・ ク ラ イ シ ス へ の 統 合 的 ア プ ロ ー チ ― C O P 3 0 か ら U N E A - 7 、

そ の 先 へ 」 に 参 加 し た 。

  本 イ ベ ン ト は 、 気 候 変 動 ・ 生 物 多 様 性 損 失 ・ 汚 染 と い う 三 つ の 危 機 を 統 合

的 に 扱 う 必 要 性 を 再 確 認 し 、 U N E A - 6 の シ ナ ジ ー 決 議 を 踏 ま え て 具 体 的 な

協 働 の あ り 方 を 議 論 す る た め の 場 と し て 設 定 さ れ て い た 。 Y o u t h 代 表 と し

て 、 若 者 が 政 策 形 成 や コ ミ ュ ニ テ ィ の 現 場 に ど の よ う に 貢 献 で き る か と い う

視 点 を 共 有 し た 。 ま た 質 疑 の 時 間 に 、 Y o u t h が 各 ス テ ー ク ホ ル ダ ー と ど の

よ う に 連 携 し 、 実 際 の シ ナ ジ ー 形 成 に 関 わ る こ と が で き る の か を 質 問 す る こ と

が で き た 。 専 門 家 や 機 関 の 代 表 者 が 若 者 の 参 画 を 積 極 的 に 歓 迎 し て い た

こ と が 印 象 的 で 、 自 分 自 身 が 国 際 的 な 議 論 に ど う 関 わ っ て い く べ き か を    

考 え る 大 き な き っ か け と な っ た 。 今 回 の セ ッ シ ョ ン を 通 じ 、 シ ナ ジ ー と い う    

概 念 が 理 念 に と ど ま ら ず 、 政 策 ・ 金 融 ・ 企 業 ・ 市 民 社 会 の 間 で 具 体 的 な 協 働

の 形 と し て 広 が っ て い る こ と を 実 感 し た 。 ト リ プ ル ・ プ ラ ネ タ リ ー ・ ク ラ イ シ ス

の 解 決 に は 、 断 片 化 し た ア プ ロ ー チ を 超 え て 、 多 様 な 主 体 が 共 通 の 方 向 性 を

持 つ こ と が 不 可 欠 で あ る 。 Y o u t h と し て 、 今 後 も 主 体 的 に 関 わ り な が ら 、    

自 国 と 国 際 社 会 の 双 方 に 貢 献 で き る 立 場 を 模 索 し て い き た い と 感 じ た 。    

（ 田 所 ）

集合写真

（左からJun氏、土居氏、Berger氏、Sengupta氏、渡辺氏、Drewell氏、田所、 Stormyr氏、見宮氏、藤野氏）
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  1 7 日 に J a p a n パ ビ リ オ ン の

「 A c c e l e r a t i n g  S y n e r g i s t i c  

S o l u t i o n s  t o  t h e  T r i p l e  

P l a n e t a r y  C r i s i s  

– T h e  P o w e r  o f  B u s i n e s s 」

（ 日 本 環 境 省 主 催 ） に 登 壇 し た 。 今 回 の

イ ベ ン ト で は 、 S o m p o  J a p a n 、

F R U T A  F R U T A 、 O 2 F a r m の 3 社

か ら 、 シ ナ ジ ー を ど の よ う に 事 業 と し て

実 装 し て い る の か 、 非 常 に 具 体 的 で 実

践 的 な 取 り 組 み が 共 有 さ れ た 。 政 策 だ け で な く 、 ビ ジ ネ ス の 現 場 で シ ナ ジ ー

が 確 か に “ 動 い て い る ” こ と を 実 感 で き る 時 間 だ っ た 。

 私 は コ メ ン ト の 中 で 、 1 . 3 兆 ド ル 規 模 の 目 標 を 動 か す に は シ ナ ジ ー が 不 可

欠 で あ り 、 し か し 実 行 段 階 で 大 き な 判 断 を 下 す の は 若 者 に は 簡 単 で は な い

こ と 、 そ れ で も 実 装 の 結 果 に 最 も 影 響 を 受 け る の は 私 た ち 自 身 で あ る こ と を

伝 え た 。 だ か ら こ そ 若 者 も 積 極 的 に 関 わ る べ き で あ り 、 I m p l e m e n t a t i o n

の フ ェ ー ズ で は 、 大 人 世 代 が 実 務 的 な 知 見 を 、 若 者 が 危 機 感 と 行 動 力 を 持 ち

寄 る こ と で 、 よ り 大 き な 変 化 が 生 み 出 せ る と 強 く 感 じ た 。 （ 田 所 ）

Japan Pavilion

I G E S の 藤 野 さ ん の 紹 介 で 、 I P C C の

副 議 長 で あ る D i a n a 氏 に お 会 い す る 機 会

が あ り ま し た 。 副 議 長 と い う 立 場 に も か か

わ ら ず 、 Y o u t h の 活 動 に 熱 心 に 関 心 を 寄

せ て く だ さ り 、 S N S を 得 意 と す る 若 者 を 通

じ て 、 I P C C の 報 告 書 な ど 一 見 難 解 な 内

容 も 手 に 取 り や す く 情 報 発 信 し て ほ し い と

ア ド バ イ ス を い た だ き ま し た 。 （ 田 所 ）

発表の様子

集合写真 (左端が田所)

CYJメンバーとIPCCメンバーの

集合写真

COY20 /COP30での活動

 2 0 日 、 C O P 3 0 の S T U F  U n i t e d  P a v i l i o n に お い て 、

「 R e b u i l d i n g  A f t e r  D i s a s t e r  w i t h  A d a p t a t i o n ： ロ ー カ ル の

経 験 か ら 考 え る 災 害 後 復 興 と 適 応 」 と 題 し た セ ッ シ ョ ン が 開 催 さ れ た 。

STUF United Pavilion:

Rebuilding After Disaster with Adaptation

イ ベ ン ト の 様 子

発 表 の 様 子

  本 セ ッ シ ョ ン で は 、 2 0 2 5 年

に 台 湾 で 発 生 し た 大 規 模 土 砂

災 害 を 契 機 と し て 、 「 災 害 後 の

復 興 を い か に 将 来 の レ ジ リ エ ン

ス 向 上 に つ な げ る か 」 を テ ー マ

に 、 台 湾 、 ブ ラ ジ ル 、 フ ィ リ ピ

ン 、 日 本 の 若 手 が そ れ ぞ れ の 経

験 や 課 題 を 共 有 し 、 活 発 な 議 論

を 行 っ た 。

  安 次 嶺 は 日 本 の 防 災 文 化 に つ い て 、 「 地 震 が 多 い 日 本 で は 、

防 災 教 育 や 訓 練 が 日 常 生 活 に 根 付 い て お り 、 そ の 積 み 重 ね が

災 害 時 の 不 安 を 軽 減 す る 力 に な っ て い る 」 と 述 べ た 。 災 害 そ の

も の を 完 全 に 防 ぐ こ と は で き な い が 、 知 識 と 訓 練 は 人 や コ ミ ュ

ニ テ ィ を 強 く す る 。 こ の よ う な “ ソ フ ト な 備 え ” の 重 要 性 が 、    

参 加 者 に 強 く 印 象 づ け ら れ た セ ッ シ ョ ン で あ っ た 。 ( 安 次 嶺 )
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Germany Pavilion

Japan PavilionPavilion見学を通して

  交 渉 や セ ッ シ ョ ン へ の 登 壇 の 合 間 に は 、 各 国 の パ ビ リ オ ン を 見 て 回 っ た 。

C O P 2 9 に も 参 加 し た 身 と し て は 、 去 年 と 比 べ て 、 展 示 が 充 実 し て い る     

パ ビ リ オ ン が 圧 倒 的 に 減 っ た と 感 じ た 。 ま た 、 多 く の パ ビ リ オ ン が C O P が 始 ま

る ま で に 準 備 が 間 に 合 っ て い な か っ た 。 去 年 は 多 く の 国 が 、 自 国 で の 気 候

変 動 対 策 や 環 境 問 題 に 関 す る 取 り 組 み を 壁 い っ ぱ い に 使 っ て 展 示 が し て

あ り 、 そ の 国 の 方 か ら 説 明 を 受 け る こ と が で き た 。 文 化 交 流 の 文 脈 も 強 く 、

自 国 の 特 産 品 な ど を 提 供 し た り 体 験 コ ー ナ ー が 設 け て あ っ た り す る よ う な    

パ ビ リ オ ン も 多 く て 非 常 に 充 実 し て い た こ と が 印 象 的 だ っ た 。 し か し 今 年 は

椅 子 と モ ニ タ ー が 置 い て あ っ て セ ッ シ ョ ン が 開 催 さ れ る だ け の 場 に な っ て

い る パ ビ リ オ ン も 多 く 、 正 直 残 念 に 感 じ た 。 セ ッ シ ョ ン は 展 示 と 比 べ て コ ン ス

タ ン ト に 見 て 回 る こ と が 難 し い た め 、 今 年 は 広 く 情 報 収 集 を す る の に は 向 い

て い な い よ う に 感 じ た 。

  そ れ で も 各 国 の パ ビ リ オ ン を 通 し て 、 世 界 の 取 り 組 み や 人 々 と の 交 流 を

す る こ と が で き た 。 こ こ で は 、 派 遣 メ ン バ ー の 中 で 特 に 印 象 に 残 っ て い る    

パ ビ リ オ ン を い く つ か 紹 介 す る 。 （ 和 田 ）

  日 本 パ ビ リ オ ン に は 、 企 業 が 自 社

技 術 を 紹 介 す る 展 示 が 並 び 、 模 型

や 体 験 設 備 が 六 つ ほ ど 設 置 さ れ て

い た 。 奥 に は 小 規 模 な セ ッ シ ョ ン

会 場 も あ り 、 日 本 人 の 来 訪 者 が 特 に

多 か っ た の が 印 象 的 だ っ た 。 企 業 の

担 当 者 に 話 を 聞 く と 技 術 は 興 味    

深 い も の が 多 か っ た が 、 そ の 内 容 が

複 雑 で 、 同 じ 日 本 人 の 自 分 で も 理 解

に 苦 労 す る 部 分 が あ っ た 。 周 り の

海 外 来 場 者 も 首 を か し げ て い る 様 子

が 見 ら れ た 。 時 間 が 限 ら れ て い た

た め 深 く 聞 け な か っ た が 、 帰 国 後 に

改 め て 企 業 に 連 絡 を 取 り 、 詳 し く

話 を 聞 く つ も り だ 。 （ 井 艸 ）

  ド イ ツ の パ ビ リ オ ン に て 、 「 気 候 変 動 研 究 に お け る 国 際 協 力 ： デ ー タ 、   

信 頼 、 変 革 の 勢 い を 築 く 」 と い う テ ー マ の も と 、 ブ ラ ジ ル C O P 議 長 国 の 指 針

で あ る 「 グ ロ ー バ ル ・ ム チ ラ オ ン （ M u t i r ã o ） 」 に 焦 点 を 当 て 、 国 際 協 力 の

成 功 例 や 異 な る 状 況 で の 課 題 が 紹 介 さ れ た 。 二 国 間 か ら 地 域 的 、 さ ら に は

グ ロ ー バ ル 規 模 ま で 、 さ ま ざ ま な 協 力 戦 略 や 形 式 が 取 り 上 げ ら れ 、 そ れ ら に

関 わ っ た 人 た ち も 登 壇 し て い た 。

登 壇 の あ と 、 登 壇 者 は 聴 衆 と グ ル ー プ に 分 か れ て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 う   

時 間 が あ り 、 立 場 に 関 係 な く 意 見 を 交 わ せ る 素 敵 な 場 だ と 感 じ た 。 （ 田 所 ）

様 々 な 技 術 展 示 が あ っ た 日 本 パ ビ リ オ ン 。

中 で も 人 目 を 引 い て い た の が 衛 星 シ ス テ

ム G O A S T ( 温 室 効 果 ガ ス 観 測 衛 星 ) 。 世

界 各 国 の 二 酸 化 炭 素 と メ タ ン の 排 出 量 を

年 代 を 遡 っ て 観 察 す る こ と が 可 能 。 つ い つ

い 触 り た く な る よ う な 見 た 目 と ガ ジ ェ ッ ト の

操 作 性 の 良 さ か ら 海 外 の 参 加 者 が 続 々 と

訪 れ て い ま し た 。 世 界 に 誇 る 日 本 の 衛 星

技 術 に 要 注 目 ！ ! ( 北 川 )

COY20 /COP30での活動
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  韓 国 は 化 石 燃 料 由 来 の 火 力 発 電 の 2 0 4 0 年 ま で に 4 1 基 停 止 す る こ と を

公 表 し 、 脱 石 炭 同 盟 へ の 参 加 を 表 明 。 ア ジ ア の 中 で も 脱 化 石 燃 料 に 踏 み 出

し た 国 と し て 強 い イ ン パ ク ト を 残 し た 。 そ の 韓 国 パ ビ リ オ ン で は 、 下 水 道 シ ス

テ ム に 関 し て の 技 術 を 紹 介 す る パ ン フ レ ッ ト な ど が 展 示 さ れ て い た 。 資 料 の

説 明 は Q R コ ー ド の 読 み 取 り 形 式 。

South Korea Pavilion

China Pavilion

 アジア開発銀行職員の発言の様子25 26

 パ ビ リ オ ン 見 学 の 合 間 に 参 加 し た 中 国 セ ッ シ ョ ン で は 、 C B D R ( 共 通 だ が

差 異 あ る 責 任 ) の も と 既 に サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 の 低 炭 素 化 を 進 め る 中 国    

企 業 の 実 行 力 に 驚 い た 。 テ ン セ ン ト の 重 鎮 が 国 連 と 協 働 し デ ジ タ ル 基 盤 を    

構 築 し て い る 点 、 C h a n g a n  A u t o m o b i l e  S o u t h  A m e r i c a  が 国 際

的 な カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ ン ト 手 法 を 提 唱 し て い た こ と も 印 象 的 。 最 大 の 再 エ ネ

発 電 国 で あ る 中 国 と 電 源 構 成 の 9 割 が 再 エ ネ の ブ ラ ジ ル の 連 携 は か ね て か ら

の 南 南 協 力 の 賜 物 で あ り 今 後 の 国 際 政 治 の 主 導 権 を 握 る 強 さ を 感 じ た 。

（ 辻 田 ）

SNSを通じた発信

  国 内 メ ン バ ー は 5 名 で 活 動 し 、 団 体 の イ ン ス タ を 通 し て C O P / C O Y に

関 す る 情 報 発 信 を 行 っ た 。 派 遣 前 に は 、 「 C O P / C O Y と は 何 か 」 ・ 「 C O P の

歴 史 」 な ど C O P / C O Y に つ い て の 情 報 や 、 派 遣 メ ン バ ー の 紹 介 の 投 稿 を

行 っ た 。 派 遣 期 間 中 に は 、 派 遣 メ ン バ ー に よ る 現 地 で の 活 動 報 告 や 交 渉 の

様 子 の 発 信 を 行 い 、 総 じ て 2 1 の 投 稿 に 対 し 9 0 0 を 超 え る い い ね が 集 ま っ

た 。 派 遣 者 に よ る 熱 意 の こ も っ た 現 地 か ら の 報 告 、 ま た 会 場 の 様 子 を 映 し た

動 画 を 通 し て 、 閲 覧 者 に 、 よ り 臨 場 感 を も っ て C O P を 感 じ て も ら え た の で は

な い か と 考 え て い る 。 今 後 も C Y J と し て , C O P 関 連 に 限 ら ず 、 よ り 多 く の 人

に 、 私 た ち の 活 動 や 気 候 変 動 に 関 す る 正 し い 情 報 を 届 け ら れ る よ う な 発 信 の

在 り 方 を 探 っ て い き た い 。 （ 国 内 チ ー ム ）

韓国パビリオンにて

韓国以外のアジア・アフリカの方の姿も見られた

COY20 /COP30での活動

派 遣 前 の メ ン バ ー 紹 介

今年度は渡航中にもストーリーや投稿を通して、積極的に活動の様子を発信

中国企業による解説スライド

C O P に 関 す る 情 報 発 信

  パ ビ リ オ ン 内 は 展 示 物 な ど が な く 、

す っ き り し て い る が 実 際 の 製 品 や    

機 器 を 手 に 取 れ る 日 本 パ ビ リ オ ン の

方 が 人 目 を 惹 く 印 象 だ 。 製 薬 ・ バ イ オ

と と も に 水 素 を 国 家 の 産 業 戦 略 の    

中 枢 に 据 え た 韓 国 。 “ 水 “ の 技 術 で

C o a l i t i o n を 組 み な が ら 世 界 と    

共 同 す る と い う 強 い 意 志 が 見 ら れ た 。

( 北 川 )



次 世 代 メ ン バ ー へ の バ ト ン タ ッ チ と

今 後 の 軸 を よ り 明 確 に で き た C O P

参加した理由

現地での活動

ユースに伝えたいメッセージ

  Y O U N G O は U N F C C C か ら 公 式 に 認 め ら れ て い る 唯 一 の ユ ー ス 組 織

で あ り 、 U N F C C C か ら ユ ー ス と し て の 意 見 を 求 め ら れ る こ と も 多 々 あ る 。

し か し こ れ ま で Y O U N G O に 日 本 か ら 継 続 的 に 参 画 し 、 最 終 的 な ス テ ー ト メ

ン ト 作 成 や 交 渉 官 と の 意 見 交 換 に 関 わ っ て き た 人 は ほ と ん ど い な い 。 日 本 は

交 渉 の 場 に お い て ス タ ン ス を 注 目 さ れ や す い 国 で も あ り 、 他 国 ユ ー ス の 関 心

も 大 き い 。 そ の よ う な 中 で 、 日 本 ユ ー ス が Y O U N G O の W G に お い て 対 等 に

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 参 加 す る こ と は 非 常 に 重 要 な こ と だ と 感 じ た 。

  そ し て 、 リ ア ル タ イ ム で

交 渉 官 に ア プ ロ ー チ を

し た り 、 ユ ー ス 間 で 意 見

を ま と め て 表 明 し た り す

る の は 、 や は り 現 地 参 加

で な い と 難 し い と 感 じ る 。

そ の た め 今 後 、 C O P な ど

の 国 際 会 議 に 現 地 参 加 を

す る 時 は 、 た だ 「 交 渉 を

追 う 」 だ け で な く 「 交 渉 に

参 画 す る 」 こ と を 意 識 で き

る よ う な 体 制 を 日 本 ユ ー ス

の 間 で も 作 っ て い き た い 。

今後の活動

派遣メンバーの学び＆感想

和田優希

  ま ず 、 統 括 と し て の 参 加 理 由 は 「 次 世 代 C Y J メ ン バ ー の 熱 量 を 維 持 ・    

向 上 さ せ る た め 」 で あ る 。 昨 年 C O P 2 9 に 参 加 し た 時 、 気 候 変 動 問 題 に    

対 し て 様 々 な 方 向 か ら 解 決 に 向 け て 取 り 組 ん で い る 人 々 に 会 っ た 。 そ の 時 に

受 け た 刺 激 が 、 こ れ か ら 先 も こ の 問 題 に 関 わ っ て い き た い と い う 気 持 ち を

高 め た 。 今 年 の C O P は 開 催 地 の 治 安 や ロ ジ 関 連 の 不 安 な ど で 何 度 も C Y J

と し て 参 加 を 断 念 す る か 否 か を 検 討 し た が 、 去 年 の 私 の よ う に 現 地 で 刺 激 を

受 け て 今 後 も 長 期 に わ た っ て 気 候 変 動 問 題 に 積 極 的 に 取 り 組 む ユ ー ス を

増 や し た く て 遂 行 を 決 断 し た 。 そ し て 個 人 と し て の 理 由 は 、 「 今 後 日 本 の 気 象

予 報 士 と し て こ の 問 題 に ど う 貢 献 し て い け る か を 考 え る た め 」 で あ る 。 将 来 的

に は 気 象 予 報 の 精 度 が 高 く な い が 故 に 気 象 災 害 の 影 響 を 大 き く 受 け て い る

よ う な 国 へ の 技 術 移 転 な ど に 関 わ り た い と 考 え て い る 。 ネ ッ ト ワ ー キ ン グ を

す る こ と で 現 状 を 知 り 、 適 応 交 渉 を 追 う こ と で 、 自 分 が 目 指 し て い る こ と が

実 行 で き る よ う な 体 制 （ 技 術 移 転 す る た め の 資 金 、 実 施 モ ニ タ リ ン グ な ど ） が

整 う か 、 そ し て そ れ に 対 す る 他 国 の モ チ ベ ー シ ョ ン は ど の よ う な も の か を 知 り

た く て 参 加 し た 。

  今 回 は 適 応 議 題 に 焦 点 を 当 て て 参 加 し た た め 、 Y O U N G O の

A d a p t a t i o n  W o r k i n g  G r o u p  ( W G ) で の 活 動 が 軸 と な っ た 。 渡 航

前 の オ ン ラ イ ン 活 動 か ら 始 ま り 、 現 地 で は 毎 朝 W G メ ン バ ー で 集 ま り 交 渉 議

題 に 関 し て の 意 見 交 換 や 交 渉 追 跡 の 計 画 を 立 て た 。 交 渉 を 追 う 中 で ス タ ン

ス に 疑 問 が あ る 国 が あ れ ば 、 交 渉 官 と 直 接 話 を 行 う と い う こ と も し て い た 。

今 年 こ の 活 動 を し て 感 じ た の が 、 「 交 渉 を 追 う 」 で は な く 「 交 渉 に 参 画 す る 」

こ と を 日 本 ユ ー ス も 意 識 し て い く べ き と い う こ と だ 。

  こ の よ う な 大 き な 問 題 に 対 し て 心 折 れ る こ と な く 取 り 組 み 続 け る １ つ の コ ツ

は 、 や は り 「 人 に 会 う こ と 」 だ と 思 う 。 私 自 身 、 家 で ニ ュ ー ス や デ ー タ を 見 た

り 、 記 事 を 読 ん だ り し て い る と き は 、 マ イ ナ ス な 気 分 に な る こ と が 多 い 。

失 望 や 呆 れ 、 無 力 感 で 逆 に 腰 が 重 く な る こ と も あ る が 、 そ う い う 時 こ そ     

シ ン ポ ジ ウ ム や イ ベ ン ト 、 C O P の よ う な 国 際 会 議 に 参 加 す る の が 良 い と 感 じ

る 。 同 じ 問 題 意 識 を 持 つ 人 と 会 う こ と で 、 微 々 た る 力 は 「 無 」 で は な い こ と に

気 づ け る 。 今 年 も 交 渉 自 体 は 難 航 し 、 新 た に 様 々 な 課 題 が 見 え た C O P と    

な っ た が 、 少 な く と も 私 た ち が 諦 め ず 歩 み を 止 め な い こ と で 国 際 情 勢 の 背 中

も 押 せ る の で は な い か と 感 じ て い る 。

  今 回 の C O P で も 様 々 な セ ッ シ ョ ン で E a r l y  W a r n i n g  S y s t e m   

（ 早 期 警 戒 情 報 ） の 普 及 ・ 拡 大 を 進 め て い き た い と い う 話 が 上 が っ て い た 。

自 身 も そ の 一 端 を 担 い た い と 強 く 思 う 。 衛 星 デ ー タ の 集 約 や 解 析 な ど は も ち

ろ ん 必 要 と な る が 、 個 人 的 に は そ れ ら の 情 報 を 伝 達 す る 役 割 も 非 常 に 重 要 だ

と 考 え る 。 情 報 は 、 相 手 を 動 か す （ 物 理 的 も し く は 心 理 的 に ） も の で な い と 、

情 報 の 意 味 が ほ と ん ど な く な る か ら だ 。 私 は 現 在 日 本 で 気 象 予 報 業 務 に   

携 わ っ て い る が 、 単 に 「 明 日 雨 が 降 る か ど う か 」 を 予 報 す る の で は な く 、   

「 こ の 雨 は 、 ど う い う 人 が 、 ど う い う こ と に 気 を 付 け る べ き か 」 な ど を 分 析   

し て 、 相 手 に 伝 わ る 表 現 で 解 説 す る こ と を 毎 日 訓 練 し て い る 。 気 候 変 動 の   

影 響 で 異 常 気 象 の 頻 度 や 強 度 が 増 し て い る 中 、 元 々 自 然 災 害 の 多 い 日 本

だ か ら こ そ 持 っ て い る 高 い 気 象 予 報 技 術 、 情 報 の 伝 え 方 を し っ か り 学 び 、   

そ れ を 他 の 国 に も 移 転 で き る よ う に 今 後 も 取 り 組 み 続 け た い 。
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参加した理由

現地での活動

ユースに伝えたいメッセージ 今後の活動

派遣メンバーの学び＆感想

辻田創

学 ぶ 側 か ら 貢 献 す る 側 へ
視 座 が 切 り 替 わ っ た 場

  将 来 、 国 連 に お い て 気 候 変 動 ・ サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 分 野 に 携 わ る こ と を 目 標
と し て お り 、 そ の 実 現 に 向 け て 、 デ ー タ や A I を 活 用 し た 専 門 性 を 高 め た い と
考 え た こ と が 参 加 の 主 な 理 由 で あ る 。 気 候 政 策 や 国 際 合 意 が 、 ど の よ う な
科 学 的 根 拠 や デ ー タ に 基 づ い て 設 計 さ れ 、 国 際 交 渉 の 現 場 で ど の よ う に    
議 論 さ れ て い る の か を 、 自 身 の 目 で 確 認 し た い と 考 え た 。
  ま た 、 各 国 政 府 や 国 際 機 関 に 加 え 、 ユ ー ス を 含 む 多 様 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー
が 、 課 題 意 識 を ど の よ う に 提 言 へ と 落 と し 込 み 、 合 意 形 成 に 関 与 し て い る の
か を 理 解 す る こ と は 、 将 来 こ の 分 野 で 実 務 に 携 わ る 上 で 不 可 欠 で あ る 。 現 地
で 多 様 な 参 加 者 の 視 点 や 政 策 案 に 触 れ る こ と で 、 自 身 が 次 の キ ャ リ ア 段 階 で
身 に つ け る べ き 知 識 、 ス キ ル 、 国 際 的 な ネ ッ ト ワ ー ク と い う 「 次 の ピ ー ス 」 を
明 確 に す る た め 、 C O Y 2 0 お よ び C O P 3 0 へ の 参 加 を 決 め た 。

  C O P は 「 限 ら れ た 特 別 な 人 だ け が 参 加 す る 場 」 で は な く 、 課 題 意 識 を    
持 ち 、 実 際 に 行 動 す る ユ ー ス が 国 際 ル ー ル 形 成 の プ ロ セ ス に 関 与 で き る 場 で
あ る と 強 く 感 じ た 。 国 際 交 渉 の 現 場 は 、 事 前 に 想 像 し て い た 以 上 に 構 造 が    
複 雑 で あ り 、 全 会 一 致 を 前 提 と す る た め 、 時 に 意 思 決 定 が 遅 く 、 非 効 率 に    
見 え る 場 面 も 少 な く な い 。 し か し そ の 一 方 で 、 交 渉 や サ イ ド イ ベ ン ト の 場 で
は 、 確 か に ユ ー ス の 視 点 や 問 題 提 起 が 求 め ら れ て お り 、 単 な る 象 徴 的 参 加 に
と ど ま っ て い な い こ と を 実 感 し た 。
  ま た 、 完 璧 な 専 門 知 識 や 強 い 肩 書 き を 持 っ て い な く と も 、 現 地 で 問 い を
立 て 、 学 び 続 け る 姿 勢 を 持 ち 、 同 じ 志 を 持 つ 仲 間 と 連 携 す る こ と で 、 議 論 の
方 向 性 や 交 渉 の 雰 囲 気 、 い わ ば 国 際 交 渉 の 「 空 気 」 に 影 響 を 与 え る 余 地 が
あ る と 感 じ た 。 今 回 の 参 加 を 通 じ て 、 ユ ー ス が 主 体 的 に 関 わ る こ と で 、 国 際
交 渉 の あ り 方 そ の も の を 少 し ず つ 変 え て い け る 可 能 性 を 強 く 認 識 し た 。

  C O P で 得 た 知 見 や 問 題 意 識 を 踏 ま え 、 ま ず は 炭 素 会 計 に 関 す る 学 習   
お よ び 実 践 を 目 的 と し た プ ロ ジ ェ ク ト を 立 ち 上 げ る 予 定 で あ る 。 具 体 的 に は 、
A I や デ ー タ 分 析 の 手 法 を 活 用 し 、 C Y J を 含 む 各 種 団 体 や プ ロ ジ ェ ク ト の
G H G 排 出 量 を 可 視 化 し 、 算 定 ・ 報 告 ・ 改 善 に つ な が る 一 連 の プ ロ セ ス の   
実 装 に 取 り 組 む 。 こ れ に よ り 、 活 動 の 環 境 影 響 を 定 量 的 に 把 握 し 、 透 明 性 と
説 明 責 任 を 高 め る 実 務 的 基 盤 を 構 築 す る こ と を 目 指 す 。
  ま た 、 Y O U N G O の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ レ ベ ル で 国 際 交 渉 の 動 向 を 継 続
的 に フ ォ ロ ー す る 体 制 を 整 え 、 特 に 透 明 性 枠 組 み 、 能 力 構 築 と い っ た 専 門 性
の 高 い 議 題 を 重 点 的 に 追 う 。 単 発 的 な 参 加 に と ど ま ら ず 、 文 書 分 析 や 議 論 の
整 理 を 通 じ て 、 ユ ー ス の 立 場 か ら 実 効 性 の あ る 知 見 を 蓄 積 し て い く 。
そ の 上 で 、 日 本 政 府 、 民 間 企 業 、 海 外 の ユ ー ス ネ ッ ト ワ ー ク と の 連 携 を 一 層
深 め 、 政 策 ・ 技 術 ・ 市 民 社 会 を 横 断 的 に つ な ぐ 「 橋 渡 し 役 」 と し て 行 動 し 、
次 世 代 ユ ー ス が 国 際 交 渉 や 気 候 政 策 形 成 に 参 画 す る 機 会 の 拡 大 に も 継 続
的 に 貢 献 し て い く 。

  N D C 、 グ ロ ー バ ル ・
ス ト ッ ク テ イ ク 、 隔 年 透
明 性 報 告 書 、 A r t i c l e
6 . 4  な ど 、 パ リ 協 定 の
実 施 に 直 結 す る 主 要 な
交 渉 セ ッ シ ョ ン や 公 式 イ
ベ ン ト を 傍 聴 し 、 国 際 ル
ー ル 形 成 が ど の よ う な
力 学 と 制 約 の 下 で 進 め
ら れ て い る の か を 多 角
的 に 把 握 し た 。
 ま た 、 Y O U N G O の 戦
略 会 合 や ワ ー キ ン グ レ
ベ ル の 議 論 に 継 続 的 に
参 加 し 、 各 国 ユ ー ス や

国 際 機 関 関 係 者 と の 意 見 交 換 を 通 じ て 、 ユ ー ス の 政 策 提 言 が ど の よ う に   
文 書 や 合 意 形 成 の プ ロ セ ス へ と 反 映 さ れ て い く の か を 学 ん だ 。   
  加 え て 、 U N F C C C の  T o g e t h e r 4 T r a n s p a r e n c y  イ ニ シ ア テ ィ ブ
に 触 れ 、 透 明 性 枠 組 み を デ ー タ と A I の 力 で 支 え る 取 り 組 み に 強 い 共 感 を
覚 え た 。 こ の 経 験 を 通 じ て 、 科 学 的 根 拠 と デ ー タ に 基 づ く 専 門 性 を 国 際 制 度
の 中 で 生 か す キ ャ リ ア 像 が 明 確 と な り 、 将 来 は U N F C C C の 枠 組 み の 中 で
実 務 に 携 わ り た い と 強 く 感 じ る よ う に な っ た 。 こ の 出 会 い は 、 国 際 交 渉 を
「 傍 観 す る 対 象 」 で は な く 、 自 ら 関 与 し 、 支 え る 側 と し て 関 わ る べ き 現 場 で   
あ る と 認 識 す る 決 定 的 な 契 機 と な っ た 。
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C O P は 多 様 な バ ッ ク グ ラ ウ ン ド を 持 つ 若 者
と の 熟 議 を 通 じ た 意 見 形 成 か ら 提 言 ま で の
過 程 と 手 法 を を 学 べ る 教 育 的 価 値 を も つ 場

派遣メンバーの学び＆感想

井艸駿太

参加した理由

現地での活動

ユースに伝えたいメッセージ 今後の活動

  「 日 本 か ら 最 も 遠 い ブ ラ ジ ル で 、 日 本 の 意 見 を 直 接 伝 え た い 」 。 こ れ が    
参 加 を 決 め た 理 由 だ 。 気 候 変 動 は 科 学 、 雇 用 、 感 情 、 倫 理 な ど 多 く の 要 素 が
絡 み 合 っ て い て 、 理 系 の 観 点 か ら 見 て も 本 質 的 に 興 味 深 い 課 題 だ と 感 じ て
い る 。 将 来 は 博 士 課 程 に 進 ん で 専 門 性 を 深 め る つ も り で い る が 、 そ の 過 程 で
視 野 が 狭 く な っ て し ま う 不 安 も あ る 。 だ か ら こ そ 、 ユ ー ス と し て 広 い 視 点 を    
持 て る 今 の う ち に 、 現 場 で 世 界 の 議 論 に 触 れ た い と 思 っ た 。 特 に 今 年 は 日 本
か ら の 参 加 者 が 極 端 に 少 な く 、 日 本 企 業 の 出 展 も 非 常 に 限 ら れ て い た 。 日 本
が 気 候 変 動 の 文 脈 か ら 取 り 残 さ れ る 危 機 感 も あ り 、 自 分 の 立 場 か ら で き る
だ け 意 見 を 示 す べ き だ と 感 じ た 。

  現 地 で の 主 な 活 動 は 、 Y O U N G O と の 連 携 だ っ た 。 ま ず C O Y で  y o u t h
&  f i n a n c e  を テ ー マ に し た セ ッ シ ョ ン を 主 催 し た 。 若 者 団 体 が 抱 え る    
資 金 面 の 課 題 を 共 有 し 、 A S E A N 、 U A E 、 ア メ リ カ な ど 多 様 な バ ッ ク グ ラ ウ
ン ド の ユ ー ス と 議 論 す る 貴 重 な 機 会 に な っ た 。
C O P 本 会 場 で は 、 T F F F と N b S を 重 点 的 に 追 う た め に 、 Y O U N G O の
a d a p t a t i o n  W G  と  n a t u r e  W G  に 所 属 し た 。 n a t u r e  W G  は
今 年 の S B 6 2 で 立 ち 上 が っ た 新 し い W G で 、 中 心 メ ン バ ー と の 距 離 が 近 く 、
交 渉 プ ロ セ ス を 実 践 的 に 追 う こ と が で き た 。 公 式 交 渉 だ け で な く 、 サ イ ド イ ベ
ン ト 、 と く に 大 臣 級 が 登 壇 す る 場 は 内 容 が 大 き く 動 く こ と が あ り 、 交 渉 を 理 解
す る う え で 重 要 だ と 感 じ た 。 今 年 は C B D ・ C C D と U N F C C C の シ ナ ジ ー が
注 目 さ れ 、 J L G （ 共 同 毛 連 結 グ ル ー プ ） の 活 性 化 な ど 、 リ オ 条 約 の 横 断 的 な
議 論 が 多 く の 国 の 関 心 を 集 め て い た 。
  Y O U N G O の 活 動 に は 、 交 渉 の 議 事 録 作 成 （ n o t e - t a k i n g ） 、 交 渉 官
に 面 会 し て 1 対 1 の 打 ち 合 わ せ を 行 う b i l a t e r a l 、 交 渉 で の
i n t e r v e n t i o n  の 3 つ が あ る 。 加 え て 、 特 定 の 議 題 に つ い て 要 求 を 掲 げ る
ア ク シ ョ ン も 実 施 さ れ て い た 。 C Y J の 強 み は p a r t y  o v e r f l o w バ ッ ジ を
持 っ て い る こ と で 、 多 く の 交 渉 に ア ク セ ス で き る 点 だ 。 他 国 の ユ ー ス は
o b s e r v e r バ ッ ジ で あ る こ と が 多 く 、 こ の 差 は 大 き い と 感 じ た 。 ま た 、 C Y J は
日 本 に 帰 国 後 も 省 庁 と 意 見 交 換 を 継 続 で き る た め 、 交 渉 と 国 内 政 策 を つ な
げ る 点 で も 優 位 性 が あ る 。
  交 渉 官 と 話 す の は 最 初 は 怖 か っ た が 、 実 際 に は 多 く の 国 の 交 渉 官 が フ レ
ン ド リ ー だ っ た 。 あ る 国 の 交 渉 官 は 、 会 議 後 に 外 で 集 ま っ て い た 私 た ち に    
気 軽 に 声 を か け 、 笑 顔 で お 菓 子 ま で 渡 し て く れ た 。 気 候 変 動 と い う 共 通 の    
課 題 の 前 で は 、 若 者 ・ N G O ・ 各 国 政 府 と い う 区 別 を 越 え て 協 力 で き る    
可 能 性 を 強 く 感 じ た 。

  ま ず 言 い た い の は 、 英 語 の 重 要 性 だ 。 日 本 人 の 考 え は 海 外 の 人 が 驚 く    
ほ ど 深 い こ と が 多 い 。 激 し い 体 験 が 少 な い 分 、 理 屈 で 整 理 す る 力 が 高 い か ら
だ と 思 う 。 し か し 、 伝 え る ス キ ル が 不 足 し て い る た め 、 本 来 出 せ る は ず の 存 在
感 を 出 し き れ て い な い 。 内 容 が 高 度 で も 、 英 語 で 表 現 で き な け れ ば 国 際 交 渉
で は 「 存 在 し な い 」 の と 同 じ だ 。
日 本 の ユ ー ス は 、 理 性 的 に 考 え る 分 、 ど う し て も 現 実 的 で 慎 重 な 意 見 に な り
や す い 。 理 想 を 掲 げ る 他 国 と ど う 手 を 取 り 合 う の か を 考 え る 必 要 が あ る と    
思 う 。 ま た 、 批 判 さ れ て も 自 分 の 理 念 を 信 じ 続 け る 勇 気 を 持 つ べ き だ と 感 じ
た 。 日 本 人 は 専 門 性 を 突 き 詰 め る 力 が あ る が 、 自 己 主 張 を 続 け る 強 さ は ま だ
十 分 で は な い 。 C O P の よ う に 多 様 な 人 に 触 れ 、 別 の 価 値 観 に 感 化 さ れ る こ と
が そ の 一 歩 に な る 。
も っ と 多 く の 日 本 の 若 者 が C O P に 来 る べ き だ と 思 う 。 こ こ で の 経 験 は 、 自 分
の 考 え 方 も 、 将 来 の 選 択 も 大 き く 変 え て く れ る 。

  将 来 的 に は 国 際 機 関 で 研 究 職
と し て 働 き た い 。 物 理 学 を 専 門 と
す る 立 場 か ら 、 C E R N  や  I T E R
の よ う な 国 際 共 同 プ ロ ジ ェ ク ト に
参 加 し 、 世 界 規 模 の 課 題 に 取 り
組 む 研 究 に 関 わ り た い と 思 っ て い
る 。 気 候 変 動 に 対 し て は 、 科 学 と
社 会 の 接 点 で 貢 献 で き る 領 域 を
模 索 し た い 。 C O P で 得 た ネ ッ ト ワ
ー ク は 、 将 来 の 研 究 活 動 や 国 際 協
力 に と っ て 大 き な 土 台 に な る は ず
だ 。 専 門 性 を 深 め な が ら も 社 会    
課 題 へ の 視 点 を 失 わ な い こ と を 、    
自 分 の キ ャ リ ア の 軸 に 据 え て い き
た い 。

Y O U N G O  n a t u r e  W G の メ ン バ ー と
の 交 渉 前 ミ ー テ ィ ン グ で の 集 合 写 真
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ユ ー ス の 可 能 性 と 自 ら の 将 来 像 を
再 定 義 で き た 場

参加した理由

現地での活動

ユースに伝えたいメッセージ

今後の活動

派遣メンバーの学び＆感想

田所春乃

  2 年 間 、 C Y J の メ ン バ ー と し て 活 動 し て き た 中 で 、 日 本 の 政 策 担 当 者 や
政 府 関 係 者 と 関 わ る 機 会 は あ っ た が 、 国 際 的 な 交 渉 に 直 接 関 わ っ た 経 験 は
ま だ な か っ た 。 そ の た め 、 実 際 の C O P で は ど の よ う な 人 々 が 、 ど の よ う な プ ロ
セ ス で 交 渉 を 行 っ て い る の か を 学 び た い と 考 え 、 参 加 を 決 め た 。 ま た 、 現 地 で
の 経 験 を 通 じ て 、 今 後 の C Y J の 活 動 に つ な が る よ う な 多 く の 方 々 と ネ ッ ト    
ワ ー キ ン グ を 行 い た い と い う 思 い も あ っ た 。 現 在 、 エ ネ ル ギ ー 政 策 統 括 を    
務 め て い る も の の 、 外 部 講 師 や 他 団 体 と の つ な が り が 十 分 で は な い と 感 じ て
お り 、 そ の よ う な 関 係 性 を 広 げ た い と 考 え て い た 。
　 さ ら に 、 授 業 で リ モ ー ト セ ン シ ン グ を 学 ん だ こ と を き っ か け に 、 こ の 技 術 が
気 候 変 動 対 策 の 現 場 で ど の よ う に 活 用 さ れ て い る の か を 実 際 に 知 り た い と    
思 っ た こ と も 、 参 加 理 由 の 一 つ だ 。

　 現 地 で は 、 C O P 3 0 の 公 式 サ イ ド イ ベ ン ト や J a p a n e s e パ ビ リ オ ン で 登 壇
し た ほ か 、 他 国 の ユ ー ス と の 交 流 も 行 っ た 。 特 に 前 述 し た 二 つ の 登 壇 の 機 会
で は 、 ビ ジ ネ ス 界 の 参 加 者 を 含 む 多 様 な 立 場 の 人 々 が 、 世 界 的 に 若 者 の    
意 見 を 政 策 形 成 に 反 映 さ せ る 重 要 性 に 着 目 し て い る こ と を 実 感 し た 。    
中 で も 、 私 が 投 げ か け た 「 ユ ー ス の 参 画 を ど の よ う に 促 進 し て い く べ き か 」 と
い う 問 い に 対 し て は 、 多 く の 参 加 者 が 自 身 の 立 場 や 経 験 を 踏 ま え て 積 極 的 に
意 見 を 述 べ て お り 、 分 野 を 越 え た 関 心 の 高 さ を 感 じ た 。
　 ま た 、 日 本 の リ モ ー ト セ ン シ ン グ 技 術 や そ の 応 用 、 そ し て 課 題 に つ い て 、
J A X A や リ モ ー ト セ ン シ ン グ 技 術 セ ン タ ー の 方 々 か ら 直 接 お 話 を 伺 っ た 。
議 論 の 中 で は 、 研 究 費 の 確 保 や 長 期 的 な 研 究 支 援 の 難 し さ と い っ た 課 題 が
挙 げ ら れ 、 政 策 提 言 の 中 で も 研 究 分 野 へ の 言 及 を ぜ ひ 盛 り 込 ん で ほ し い と
い う 意 見 を い た だ い た 。 こ れ ま で の C Y J の 政 策 提 言 活 動 に お い て は 、 技 術
開 発 や 研 究 支 援 に つ い て 十 分 に 触 れ て こ な か っ た こ と に 気 づ か さ れ 、 今 後
の 活 動 の 方 向 性 を 考 え る 重 要 な き っ か け と な っ た 。
　 さ ら に 、 今 後 の C Y J の 活 動 と し て 計 画 さ れ て い る I m p l e m e n t a t i o n
部 門 の 設 置 に 向 け 、 企 業 と の ネ ッ ト ワ ー キ ン グ も 行 っ た 。 そ の ほ か 、 c l o s i n g
p l e n a r y を 含 む 複 数
の 交 渉 を 見 学 し 、 各 国
の 立 場 や 利 害 の 違 い が
ど の よ う に 言 葉 と し て
表 れ 、 最 終 文 書 に 反 映
さ れ て い く の か を 間 近
で 学 ぶ こ と が で き た 。
こ れ ら の 経 験 を 通 じ て 、
提 言 や 発 信 だ け で な く
、 実 装 や 交 渉 の 現 場 を
意 識 し た 活 動 の 重 要 性
を 強 く 認 識 し た 。

　 第 一 に 、 希 望 を 捨 て な い で ほ し い 。 私 は C O P に 参 加 す る 前 、 勉 強 を 重 ね る
ほ ど に 、 も は や 手 遅 れ な の で は な い か 、 自 分 が 行 動 し て も 何 も 変 わ ら な い の
で は な い か と い う 絶 望 感 に 押 し つ ぶ さ れ そ う に な っ て い た 。
　 多 く の シ ン ク タ ン ク が 、 オ ー バ ー シ ュ ー ト な し で 2 0 3 0 年 ま で に 1 . 5 度 目 標
を 達 成 す る こ と は 困 難 で あ る と 指 摘 し て い る 中 、 今 回 の C O P 3 0 の 交 渉 に
お い て 化 石 燃 料 に 関 す る 明 確 な 言 及 が な さ れ な か っ た こ と は 、 や は り 1 . 5 度
目 標 の 達 成 か ら さ ら に 遠 ざ か っ た よ う に 感 じ ら れ た 。
　 し か し 、 現 地 で 実 際 に 交 渉 の 場 を 目 の 当 た り に す る と 、 一 部 の 交 渉 官 た ち
は 大 き な 国 際 的 潮 流 に 左 右 さ れ る こ と な く 、 自 ら の 意 見 を 堂 々 と 主 張 し て    
い た 。 そ の 姿 か ら 、 未 来 は ま だ 決 ま っ て い な い こ と 、 そ し て 問 題 は 決 し て 終 わ
っ て い な い の だ と い う こ と を 実 感 し た 。 ま た 、 年 齢 を 問 わ ず 、 心 の 底 か ら こ の
課 題 を 解 決 し た い と 考 え て い る 人 々 が 数 多 く 存 在 し て い る こ と に も 気 づ か    
さ れ た 。 だ か ら こ そ 、 時 に 孤 独 感 や 絶 望 感 を 覚 え る こ と が あ っ て も 、 諦 め る    
こ と な く 、 と も に 学 び 、 活 動 を 続 け て い き た い 。

　 将 来 は 国 際 機 関 で 研 究 者 と し て 働 き た い と 考 え て い た が 、 今 回 C O P に
参 加 し た こ と で 、 交 渉 官 と し て 働 く と い う 選 択 肢 も 新 た に 視 野 に 入 る よ う に な
っ た 。
　 現 時 点 で は 、 こ の よ う に 将 来 の 選 択 肢 を 広 げ つ つ 、 ま ず は 特 に 関 心 の あ る
リ モ ー ト セ ン シ ン グ に つ い て 、 よ り 深 く 学 習 し て い き た い と 考 え て い る 。 ま た 、
今 回 構 築 し た ネ ッ ト ワ ー ク を 活 か し な が ら 、 C Y J の 活 動 も さ ら に 充 実 し た    
も の に し て い き た い 。
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世 界 と 日 本 と 自 分 の 距 離 を

測 っ た C O P

参加した理由

現地での活動

ユースに伝えたいメッセージ 今後の活動

  私 た ち は 国 内 の 活 動 の 中 で 「 将 来 世 代 に 影 響 を 被 る 私 た ち の 声 を 聞 い て

く れ 」 と 訴 え る 場 面 が 多 い 。 し か し 、 国 際 的 な 場 で は 「 ユ ー ス 」 の 立 場 と と も に

「 日 本 人 」 で あ る こ と に も 向 き 合 わ さ れ た 。 サ ウ ス の 国 か ら 見 れ ば 我 々 は 援 助

に 後 ろ 向 き な 先 進 国 の 住 民 で あ る 。 「 あ な た の 国 は 私 た ち に 何 を し て く れ る

の 」 と 問 わ れ 続 け た 。 U N F C C C の 制 度 や 国 際 的 な 合 意 の 流 れ を 知 る だ け

で は な く 、 日 本 の 取 り 組 み ・ 姿 勢 を 知 り 、 世 界 と 日 本 の 距 離 感 を 知 る こ と か ら

始 め な く て は い け な い 。 私 た ち ユ ー ス は 企 業 ・ 団 体 の 「 組 織 の 論 理 」 と い う

盾 で 思 考 停 止 す る こ と は 許 さ れ な い 。

  ま た 、 「 世 代 の 論 理 」 で は 現 状 を 変 え る に は 遅 す ぎ る 。 ユ ー ス v s 大 人 の

構 図 で は な く て 、 一 人 の 個 人 と し て 急 速 に 気 候 変 動 が 進 む 特 殊 な 時 代 を ど の

様 に 考 え る の か 、 適 切 な 変 化 の ス ピ ー ド を 探 す た め に 、 課 題 の 現 場 の 近 く に

行 き 考 え る 必 要 が あ る 。
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北川諒

  U N F C C C の C O P は 気 候 変 動 問 題 を

話 し 合 う た め に 全 世 界 か ら 代 表 団 が 集 う

場 、 「 世 界 の 環 境 問 題 に 関 心 が あ る 」 の な

ら チ ャ ン ス を 逃 す 手 は な い 。 会 場 で の    

公 式 ・ 非 公 式 の 議 論 を 通 じ て 、 脱 炭 素 へ の

取 り 組 み に ど の よ う な  モ メ ン タ ム が あ る の

か 、 は た ま た 停 滞 し て い る の か を 肌 身 で

感 じ た い と 考 え た 。 加 え て 、 世 界 の 中 で    

日 本 が 果 た せ る 役 割 、 世 界 か ら 日 本 が 何

を 期 待 さ れ て い る の か 、 そ も そ も 期 待 さ れ

て い な い る の か ど う か を 知 る た め に 参 加    

し た 。

  チ ル ド レ ン ＆ ユ ー ス パ ビ リ オ ン で の 二 つ の ト ー ク セ シ ョ ン へ の 登 壇 に    

加 え て 、 Y O U N G O の F i n a n c e  G r o u p に 所 属 し 、 F i n a n c e に 関 す る

H i g h - L e v e l 交 渉 、 I n f o r m a l  C o n s u l t a t i o n 等 に 参 加 し 、 同 じ

Y O U N G O の メ ン バ ー と 交 渉 室 に 入 っ て 交 渉 を 追 い か け た り 、 意 見 交 換 を

行 っ た 。

チ ル ド レ ン ＆ ユ ー ス パ ビ リ オ ン で の 登 壇 で は 、 サ ン ビ ア 出 身 の 起 業 家 や    

ガ ン ビ ア 出 身 の 環 境 活 動 家 か ら 、 彼 女 ら の 母 国 の 現 状 や 取 り 組 み を 聞 く こ と

で 、 世 界 を 股 に か け て 活 動 し て い る 同 年 代 の ユ ー ス か ら 非 常 に 刺 激 を    

受 け た 。 加 え て 、 北 か ら 南 へ の 資 金 援 助 だ け で は な く 、 南 で 推 進 さ れ て い る

エ ネ ル ギ ー や 農 業 分 野 で の 革 新 的 な 取 り 組 み を 北 に 伝 え 、 力 を 合 わ せ て    

協 力 し て い く こ と の 重 要 性 を 学 ん だ 。 現 地 会 場 や 会 場 周 辺 で 日 本 の 環 境 省 ・

経 産 省 の 官 庁 の 方 や 日 本 の 企 業 関 係 者 の 方 、 研 究 者 の 方 か ら 直 接 お 話 を

聞 く 機 会 に 恵 ま れ た こ と も こ こ に 記 し 感 謝 し た い 。

  更 に 、 韓 国 ・ 中 国 ・ ド イ ツ ・ サ ウ ジ ア ラ ビ ア の パ ビ リ オ ン や I E A の サ イ ド    

イ ベ ン ト に 参 加 す る こ と で 、 C O P が 各 国 の 取 り 組 み の ア ピ ー ル 合 戦 の 場 で も

あ る と い う こ と を 身 を も っ て 体 感 し た 。 当 然 だ が 、 ど の 国 も 世 界 の    

ス タ ン ダ ー ド ・ セ ッ タ ー に な ろ う と 躍 起 に な っ て い る 。 翻 っ て 日 本 を 見 る と 、

世 界 の 中 で の 存 在 感 は 大 き く は な い 。

  加 え て 、 日 本 が 気 候 変 動 問 題 に 世 界 の 一 員 と し て ど の よ う に 取 り 組 む    

の か 、 そ の 中 身 も そ の 発 信 の 仕 方 も 今 ま さ に 模 索 中 で あ る よ う に 私 の 目 に    

映 っ た 。 世 界 の 動 向 を 伺 う 風 見 鶏 で は な く 「 こ れ が 強 み だ 」 と 力 強 く 発 信 す る

た め に 、 注 力 す る 分 野 ・ 基 軸 を 定 め る こ と の 必 要 性 を 感 じ た 。

  私 は こ れ ま で 、 政 策 提 言 を 中 心 に 活 動 し て き た 。 し か し 、 C O P 3 0 で の    

チ ル ド レ ン ＆ ユ ー ス パ ビ リ オ ン へ の 登 壇 や 他 国 の ユ ー ス の 参 加 者 と の 意 見

交 換 を 通 じ て 、 「 気 候 変 動 問 題 の 解 決 に 貢 献 し た 」 と 胸 を 張 っ て 言 え る 活 動

を で き て い な い 自 分 を 恥 じ た 。 気 候 変 動 分 野 は イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン の    

段 階 に 移 行 し た 。 私 達 も 環 境 負 荷 低 減 に 資 す る 活 動 を 現 場 の 近 く で 実 行    

し て 多 く の セ ク タ ー と 共 に も が い て い き た い と 思 う 。

マラウイ代表団の方とClosing Plenary 会場にて



国 際 交 渉 の 現 場 で 、 ユ ー ス と し て の 無 力 感

を 越 え 、 変 革 を 信 じ て 行 動 し 続 け る 意 義 を

確 信 し た 経 験

参加した理由

現地での活動

ユースに伝えたいメッセージ

今後の活動

派遣メンバーの学び＆感想

安次嶺緑子

  私 が C O P 3 0 に 参 加 し た 理 由 は 、 C l i m a t e  Y o u t h  N e g o t i a t o r s

P r o g r a m m e （ C Y N P ） の 参 加 者 と し て 、 同 プ ロ グ ラ ム で 得 た 知 見 や 技 能

が 国 際 交 渉 の 実 践 に お い て 有 効 に 機 能 す る か を 現 場 で 検 証 す る た め で    

あ る 。 C Y N P は 、 U N F C C C の 制 度 理 解 、 交 渉 技 術 、 リ ー ダ ー シ ッ プ な ど 、

国 際 気 候 交 渉 官 に 求 め ら れ る 能 力 を 体 系 的 に 育 成 す る こ と を 目 的 と し た    

プ ロ グ ラ ム で あ る 。

  私 は 今 回 、 プ ロ グ ラ ム の 初 級 課 程 で あ る B e g i n n e r s  C o u r s e を 修 了

し 、 交 渉 官 に 求 め ら れ る ソ フ ト ス キ ル を 中 心 に 学 習 し た 。 そ の た め 、 現 地 で の

交 渉 追 跡 に お い て も 、 交 渉 官 が ど の よ う に こ れ ら の ス キ ル を 発 揮 し て い る か

に 特 に 着 目 し た 。

  現 地 で の 活 動 に お い て 、 私 は 主 に 適 応 （ G l o b a l  G o a l  o n

A d a p t a t i o n ） や 緩 和 （ M i t i g a t i o n  W o r k  P r o g r a m m e ） な ど 、    

主 要 ア ジ ェ ン ダ に 関 す る 交 渉 プ ロ セ ス を 主 に 観 察 し た 。 交 渉 の 場 で は 、 各 国

が 自 国 の 立 場 と 利 益 を 明 確 に 主 張 し 、 そ れ が し ば し ば 南 北 間 の 価 値 観 や    

優 先 順 位 の 違 い と し て 表 面 化 し た 。 交 渉 と は 単 な る 意 見 交 換 で は な く 、    

プ レ ゼ ン タ ー や 交 渉 官 一 人 ひ と り の 感 情 や 信 念 が 交 錯 す る “ 有 機 的 な 空 間 ”

で あ る こ と を 実 感 し た 。 気 候 変 動 は 全 人 類 的 課 題 で あ り な が ら 、 国 連 の 交 渉

の 場 に 「 全 人 類 を 直 接 代 表 す る 主 体 」 が 存 在 し な い と い う 構 造 的 課 題 に も

改 め て 気 づ か さ れ た 。 各 国 は 最 終 的 に 自 国 の 利 益 を 代 表 し て お り 、 将 来 世 代

や 脆 弱 な コ ミ ュ ニ テ ィ の 視 点 が 十 分 に 反 映 さ れ て い な い 現 状 は 、 ユ ー ス と    

し て 強 い 問 題 意 識 を 抱 く 点 で あ っ た 。

  私 は 約 ３ 年 間 、 ユ ー ス と し て 気 候 変 動 問 題 に 向 き 合 っ て き た が 、 活 動 の 中

で 無 力 感 を 抱 く こ と も 多 か っ た 。 し か し 、 C O P 3 0 で の 経 験 は そ の 認 識 を    

大 き く 変 え る 契 機 と な っ た 。 交 渉 は し ば し ば 停 滞 し 、 具 体 的 な 進 展 が 得 ら れ

な い 場 面 も 多 か っ た も の の 、 コ ロ ン ビ ア を は じ め と す る 数 名 の 交 渉 官 が    

「 今 こ そ 変 革 の 時 で あ る 」 と 力 強 く 訴 え た 姿 に 深 い 感 銘 を 受 け た 。 時 に 感 情

を 露 わ に し な が ら 、 未 来 の た め に 誠 実 に 発 言 す る 彼 ら の 姿 勢 が 国 際 交 渉 を

動 か す 力 に な っ て い る と 感 じ た 。

　 こ の 経 験 か ら 私 が ユ ー ス に 伝 え た い メ ッ セ ー ジ は 、 「 難 し い か ら と い っ て

諦 め て は い け な い 」 と い う こ と で あ る 。 気 候 変 動 問 題 は 複 雑 で 、 成 果 が 目 に

見 え る 形 に な る ま で に 長 い 時 間 を 要 す る 。 し か し 、 粘 り 強 く 交 渉 を 続 け て    

い け ば 着 実 に 活 路 が 見 出 せ る 。 私 自 身 、 今 回 の 参 加 を 通 じ て 、 周 囲 に     

モ チ ベ ー シ ョ ン を 与 え 、 共 に 行 動 す る 仲 間 を 増 や し て い け る 存 在 に な り た い

と 強 く 感 じ た 。

  今 後 は ま ず 、 U N F C C C に お け る 意 思 決 定 プ ロ セ ス の あ り 方 を 再 考 し て

み た い 。 前 述 し た 通 り 「 全 人 類 を 直 接 代 表 す る 主 体 」 の 必 要 性 に つ い て 吟 味

し て み た い 。 ま た 、 日 本 が 国 際 社 会 の 中 で ど の よ う に 気 候 変 動 分 野 で リ ー ダ

ー シ ッ プ を 発 揮 す る べ き か 、 国 内 外 の 状 況 や C Y N P で の 経 験 を 踏 ま え て    

検 討 を 深 め た い 。
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責 任 を 持 つ 側 に 足 を 踏 み 入 れ た 実 感

参加した理由

現地での活動

ユースに伝えたいメッセージ
今後の活動

派遣メンバーの学び＆感想

富田凜太郎

  私 は 今 回 、 C l i m a t e  Y o u t h  N e g o t i a t o r  P r o g r a m m e

( C Y N P ) の  B e g i n n e r  C o u r s e  に  C l i m a t e  Y o u t h  J a p a n    

か ら 富 田 ・ 安 次 嶺 の 2 名 が 参 加 し て い る こ と も あ り 、 そ の 一 人 と し て プ ロ グ ラ

ム の 成 果 を 現 場 で 検 証 す る た め C O P 3 0 に 参 加 し た 。 C Y N P で 得 ら れ た    

の は 、 あ く ま で も 交 渉 官 と し て の 姿 勢 や 物 事 の 捉 え 方 と い っ た 基 礎 で あ り 、

交 渉 構 造 を 体 系 的 に 学 ぶ 段 階 で は な い 。 だ か ら こ そ 、 実 際 の 交 渉 の 空 気 を

感 じ 、 自 分 の 視 点 の 変 化 を 確 か め る 必 要 が あ っ た 。 ま た 、 科 学 的 に は    

“ オ ー バ ー シ ュ ー ト な し に  1 . 5 ℃  以 下 に 抑 え る こ と は 不 可 能 ” と の 分 析 が

国 連 ・ U N E P で 繰 り 返 し 示 さ れ 、 2 0 2 5  N D C  の 提 出 も 遅 れ が 顕 著 と    

な っ て い る 。 行 動 と 整 合 し な い 現 状 を 踏 ま え 、 C D R が ど の よ う に 扱 わ れ て

い る の か を 確 認 す る こ と を 第 二 の 目 的 と し た 。

  会 期 中 は 主 に 交 渉 ル ー ム に 滞 在 し 、 「 C O P  P r e s i d e n c y

C o n s u l t a t i o n  o n  N D C ,  B T R s ,  A r t . 9 . 1 ,  U T M 」 な ど を 中 心 に

傍 聴 し た 。 本 テ ー マ は 主 要 議 題 に 含 ま れ な か っ た と い う よ り 、 そ も そ も 議 題 と

し て 扱 う べ き か ど う か を 巡 っ て 各 国 間 で 意 見 が 割 れ て お り 、 扱 い 方 が 揺 れ て

い る 論 点 だ っ た 。 だ か ら こ そ 、 現 場 の 緊 張 や 立 場 の 違 い が 最 も よ く 表 れ る    

場 で あ り 、 観 察 す る 意 義 が 大 き か っ た 。 C Y N P で 得 た マ イ ン ド セ ッ ト は 、 各 国

の 発 言 の 意 図 や 温 度 感 を 読 み 取 る 上 で 確 か に 役 立 っ た 。 一 方 で 、 プ ロ セ ス

構 造 の 理 解 は ま だ 追 う 立 場 に あ り 、 引 き 続 き 学 習 が 必 要 だ と 感 じ た 。 ま た 、

  前 提 だ が 改 め て 思 う の は 、 ユ ー ス が 政 府 に コ メ ン ト す る 市 民 社 会 の 一 員 と

し て 呼 ば れ て い る と い う 点 だ 。 C Y J と し て は  C O P  派 遣 を 個 々 の 成 長 機 会

や 日 本 ユ ー ス の プ レ ゼ ン ス 向 上 を 目 的 と し て お り 、 政 府 と 関 係 を 築 く こ と    

自 体 に も 意 味 が あ る 。 む し ろ 適 切 な 関 係 性 が あ る か ら こ そ 意 見 が 届 き や す い

場 面 も あ る 。 だ が 、 だ か ら と い っ て 政 府 の 方 針 に 全 面 的 に 追 随 す る の は 本 質

で は な い 。 市 民 社 会 と し て の 適 切 な 距 離 感 を 保 ち 、 必 要 な と き に は 批 判 的 な

視 点 を 持 ち 続 け る 姿 勢 が 重 要 だ と 感 じ た 。

  今 後  C Y J  は 企 業 連 携 を 進 め て い く 方 針 だ が 、 私 は そ れ と は 別 に 、    

国 際 交 渉 で 得 た 視 点 を 日 々 の 実 務 と 結 び つ け る 思 考 を 深 め て い き た い 。    

現 在 、 コ ン サ ル タ ン ト と し て 企 業 の 気 候 変 動 対 応 の 検 討 に 携 わ る 中 で 、 国 際

交 渉 で 積 み 重 ね ら れ る 大 き な 文 脈 と 、 企 業 が 直 面 す る 現 場 の 意 思 決 定 や

制 約 と の 間 に 距 離 を 多 々 感 じ る 。 そ の 両 者 を 往 復 し な が ら 理 解 し 、 納 得 感 を

も っ て 伝 え ら れ る 存 在 に な る こ と で 、 自 身 の 専 門 性 を 磨 い て い き た い 。 更 に 、

気 候 変 動 に 対 応 し た 社 会 へ の 転 換 に は 、 市 民 、 国 際 政 治 、 学 術 、 ビ ジ ネ ス 、

国 内 政 策 な ど 多 様 な ア ク タ ー の 関 与 が 不 可 欠 で あ る 。 そ の 全 体 像 を 理 論 的

に 捉 え る た め 、 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ ト ラ ン ジ シ ョ ン を テ ー マ に 博 士 号 取 得 を 目 指

し 、 実 務 と 研 究 の 双 方 に 継 続 的 に 取 り 組 ん で い き た い 。

C D R 3 0 パ ビ リ オ ン を

訪 れ た 際 に は 、 参 加    

企 業 ・ 団 体 の 数 や 議 論

の 広 が り か ら 、 C D R が

確 実 に 存 在 感 を 高 め て

い る こ と を 実 感 し た 。

た だ し 、 こ こ を 象 徴 的 な

熱 狂 と 表 現 す る の は    

正 確 で は な く 、 む し ろ

関 係 者 自 身 が 政 策 的 ・

技 術 的 な 課 題 を 率 直 に

認 め て お り 、 成 熟 度 に は

幅 が あ る 段 階 だ と 感 じ

た 。

C D R 3 0 パ ビ リ オ ン が 盛 況 な 様 子 。

C & Y パ ビ リ オ ン の 目 の 前 だ っ た が 、 ユ ー ス 参 加 者 は い な か っ た 。
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【COP30の論点と結果】
TFFF

Tropical Forest Forever Facility (TFFF) – Concept Note 3.0: An innovative financing
mechanism to incentivize long-term forest conservation at scale (August 2025).
https://tfff.earth/wp-content/uploads/2025/08/TFFF-Concept-Note-3.0-202508-FINAL.pdf

Over USD 5.5 Billion Announced for Tropical Forest Forever Facility as 53 Countries
Endorse the Historic TFFF Launch Declaration (Published Nov. 6,
2025).https://cop30.br/en/news-about-cop30/over-usd-5-5-billion-announced-for-tropical-
forest-forever-facility-as-53-countries-endorse-the-historic-tfff-launch-declaration

Adaptation
Climate Adaptation at COP30: What to Expect (Published November 14, 2025).
https://earth.org/climate-adaptation-at-cop30-what-you-need-to-know/

Mutirao Decision
Mutirão COP30: Global Mutirão – Uniting Humanity in a Global Mobilization against
Climate Change (Draft decision by the Presidency, 18 November
2025).https://unfccc.int/sites/default/files/resource/Mutir%C3%A3o_cop30.pdf

【派遣メンバーの学び＆感想】
現地での活動(井艸)

The Joint Liaison Group.https://unfccc.int/about-us/about-the-secretariat/the-joint-liaison-
group

　 今 年 の C O P は ブ ラ ジ ル ベ レ ン 開 催 で し た 。 治 安 、 感 染 病 、 地 理 的
距 離 等 の 理 由 か ら C Y J が 毎 年 バ ッ ジ を い た だ い て い る 環 境 団 体 か ら
も 事 前 に 渡 航 に 対 す る 注 意 喚 起 が き て お り 、 ま た 、 渡 航 を 見 送 る 企 業
も 多 数 存 在 し て い た と 聞 い た た め 、 C Y J の C O P 派 遣 事 業 の 中 で も 稀
に 見 る 不 確 定 事 項 の 多 い 回 に な り ま し た 。 そ の よ う な 中 で も 、 全 員 が 無
事 に 渡 航 を 終 え る こ と が で き 、 し か も 高 官 が 参 加 す る サ イ ド イ ベ ン ト で
の 登 壇 や 、 C O Y で の 初 の イ ベ ン ト 主 催 、 Y O U N G O と の 協 働 等 、  こ
れ ま で の C O P 事 業 以 上 の 成 果 を 残 す こ と が で き ま し た 。 こ れ ら は  ひ
と え に 、 C Y J に 賛 同 い た だ い て い る 皆 様 の お 力 添 え が あ っ て の こ と で
す 。 こ の 場 で お 礼 申 し 上 げ ま す 。 今 後 も C Y J と し て 若 者 に よ る 気 候 変
動 問 題 の 解 決 に 向 け て 尽 力 し て 参 り ま す 。
  ま た 、 C O P 派 遣 に お い て 宿 泊 を と も に し た J a p a n  Y o u t h
P l a t f o r m  f o r  S u s t a i n a b i l i t y ( J Y P S ) の 藤 田 さ ん 、  
坂 本 さ ん 、 フ リ ー ジ ャ ー ナ リ ス ト の 黒 部 さ ん 、 安 全 で 快 適 な 環 境 を 提 供
い た だ い た ホ テ ル の オ ー ナ ー で あ る ア ル カ ン タ ラ さ ん に 感 謝 申 し 上 げ
ま す 。

報 告 書 グ ル ー プ 統 括  井 艸

終わりに

後 半 メ ン バ ー と
ホ テ ル を 共 に し た 方 々 と ホ テ ル オ ー ナ ー
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表 紙 写 真
（ 表 ） 派 遣 メ ン バ ー 前 半 組  プ レ ナ リ ー ホ ー ル に て
（ 裏 ） 派 遣 メ ン バ ー 後 半 組  ブ ル ー ゾ ー ン 入 口 前 で

謝 辞 ・ お わ り に

COP30への派遣、本報告書の作成は、2025年度独立行政法人環境再生
保全機構地球環境基金の助成を受けて行いました。
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